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健康診査へ行こう！
　今年度から、生活習慣病予防対策として、40歳～
74歳の人を対象に特定健診・特定保健指導が始ま
ります。
　また、市が独自に行う「若年者健診」など、年齢
と加入している保険によって健診（検診）の内容が
異なります。
　受診できる健診（検診）を確認し、「健康診査」を
受けましょう。

75
歳
以
上

20～39歳

《そのほかの検診など⇒７ページをご覧ください》

国民健康保険
以外の医療保険

国民健康保険

40～74歳

スタート

（平成21年3月31日現在）
※後期高齢者医療制度に加入している人
　は、「75歳以上」に進んでください

あなたの
年齢は？

あなたの
医療保険は？

若年者健診
　職場などで健康診査を受
ける機会がある人を除き、
加入している保険に関係な
く受診することができます。

●雲仙市が実施

⇒６ページをご覧ください

特定健康診査
　対象となる人には、黄色の「特定健
康診査受診券」が届きます。受診する
際には、この受診券と国保の保険証、
受診券に同封された健康診査受診票を
持参してください。

　国保の加入者で平成21年3月末まで
に75歳になる人または40歳以上の生活
保護を受給している人には、別途「健
康診査受診券」が届きます。受診券に
記載してある注意事項をよく読み、雲
仙市が実施する健康診査を受診してく
ださい。

●雲仙市が実施

後期高齢者の健康診査
　対象となる人には、緑色の「後期高
齢者医療健康診査受診券」が届きます。
受診する際には、この受診券と後期高
齢者医療被保険者証、受診券に同封さ
れた健康診査受診票を持参してくださ
い。

●雲仙市が実施

生活機能評価
　65歳以上で要支援、要介護の認
定を受けていない人は、生活機能
の低下をチェックするために生活
機能評価を受けることができます。

●島原地域広域市町村圏組合が実施

がん検診
　加入している医療保険に関係な
く各種がん検診を受診することが
できます。ただし、がん検診の種
類により対象年齢が異なります。

●雲仙市が実施

歯周病検診
　40歳以上であれば、加入してい
る医療保険に関係なく受診するこ
とができます。

●雲仙市が実施

特定健康診査
　国民健康保険以外の医療保険に加入
している人は、被扶養者（家族）を含
め、各医療保険者が指定する健診機関
で受診することになります。詳しくは
加入している医療保険者へお問い合わ
せください。

●加入している医療保険者が実施

⇒４ページをご覧ください

⇒５ページをご覧ください

⇒５ページをご覧ください

集団健診の会場や日程、個別健
診の実施医療機関など、詳しく
は各世帯に配布した健診に関す
るお知らせをご覧ください。

健診に関するお知らせ

●広報うんぜん
平成20年7月2
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《
対
象
》
40
〜
74
歳
で
、
雲
仙
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

《
対
象
》
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人

　
　
　
　

雲
仙
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
今
年
度
75
歳
と
な
る
人

　
　
　
　

40
歳
以
上
で
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

　

平
成
20
年
7
月
1
日

（
火
）
か
ら
12
月
26
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
期
間
内
に
１

回
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
期
間

　

集
団
健
診
と
個
別
健
診

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
近
く
ま
た
は
、
都
合

の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
内
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

た
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

希
望
す
る
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
自
で
実
施

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
行
う
特
定
健
診
の
対
象
と
な
る
人
で
も
、
職
場

で
行
わ
れ
る
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
、
受
診
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

と
市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
診
方
法

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

受
診
券

健
康
診
査
受
診
票

当
日
持
参
す
る
も
の

―
必
須
項
目
―

○
問
診　

○
診
察

○
血
圧
測
定　

○
検
尿

○
身
体
測
定

　

 

（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）

○
血
液
検
査

○
※

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

○
※

尿
酸

　

※
雲
仙
市
独
自
に
追
加
し
た

　
　

項
目
で
す

―
医
師
が
必
要
と

　
　
　

判
断
し
た
場
合
―

○
貧
血
検
査

○
心
電
図
検
査

○
眼
底
検
査

健
診
項
目

　

無
料
で
す
。

自
己
負
担
金

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
証

受
診
券

健
康
診
査
受
診
票

※持参していない場合は受診できませんのでご注意ください

健
診
項
目

場
所
・
日
時

　

市
内
お
よ
び
南
島
原
市
の
実

施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

①
必
要
書
類
を
持
参
し
、
会
場

　

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
結
果
説
明
会
に
て
健

　

診
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

結
果
に
応
じ
て
特
定
保
健
指

　

導
を
行
い
ま
す
。

健
診
の
流
れ

①
実
施
医
療
機
関
を
確
認
し
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
に
応
じ
て
市
が
行
う
健

　

康
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受
け
て
く
だ
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い
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健
診
の
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れ
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場
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必
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直
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果
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。
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流
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問　

保
険
年
金
課

　
　

健
康
づ
く
り
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問　

保
険
年
金
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

（
対
象
者
に
よ
っ
て
色
が
違
い
ま
す
）

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
不
要
で
す
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
と
異
常

な
し
と
判
定
さ
れ
た
人
な
ど
に
は
、
健
診
結
果
を

郵
送
し
ま
す

●広報うんぜん
平成20年7月4
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健
診
項
目

場
所
・
日
時

　

市
内
お
よ
び
南
島
原
市
の
実

施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

①
必
要
書
類
を
持
参
し
、
会
場

　

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
結
果
説
明
会
に
て
健

　

診
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

結
果
に
応
じ
て
特
定
保
健
指

　

導
を
行
い
ま
す
。

健
診
の
流
れ

①
実
施
医
療
機
関
を
確
認
し
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
に
応
じ
て
市
が
行
う
健

　

康
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
流
れ

　

平
成
20
年
7
月
1
日

（
火
）
か
ら
12
月
26
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
期
間
内
に
１

回
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
期
間

　

集
団
健
診
と
個
別
健
診

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
近
く
ま
た
は
、
都
合

の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
内
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

た
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

希
望
す
る
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
自
で
実
施

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

当
日
持
参
す
る
も
の

―
必
須
項
目
―

○
問
診　

○
診
察

○
血
圧
測
定　

○
検
尿

○
身
体
測
定

　
（
身
長
、体
重
、腹
囲
）

○
血
液
検
査

○
※

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

○
※

尿
酸

　

※
雲
仙
市
独
自
に
追
加
し
た

　
　

項
目
で
す

―
医
師
が
必
要
と

　
　
　

判
断
し
た
場
合
―

○
貧
血
検
査

○
心
電
図
検
査

○
眼
底
検
査

　

無
料
で
す
。

自
己
負
担
金

※持参していない場合は受診できませんのでご注意ください

場
所
・
日
時

　

市
内
お
よ
び
南
島
原
市
の
実

施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

①
必
要
書
類
を
持
参
し
、
会
場

　

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
結
果
説
明
会
に
て
健

　

診
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　 健
診
の
流
れ

①
実
施
医
療
機
関
を
確
認
し
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
を
提
示
し
、
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
流
れ

問　

保
険
年
金
課

　
　

健
康
づ
く
り
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問　

保
険
年
金
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

（
対
象
者
に
よ
っ
て
色
が
違
い
ま
す
）

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
不
要
で
す
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
と
異
常

な
し
と
判
定
さ
れ
た
人
な
ど
に
は
、
健
診
結
果
を

郵
送
し
ま
す

5 ●広報うんぜん
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問　

健
康
づ
く
り
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問　健康づくり課、各総合支所市民生活課

問　福祉課、各総合支所市民生活課

問　健康づくり課、各総合支所市民生活課

　

平
成
20
年
７
月
１
日（
火
）

か
ら
12
月
26
日
（
金
）
ま

で
で
す
。
期
間
内
に
１
回
受

診
で
き
ま
す
。

受
診
期
間

　

集
団
健
診
と
個
別
健
診

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
近
く
ま
た
は
、
都
合

の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
内
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

た
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　加入している医療保険に関わらず受診できます。受診できる日時や場所など、
詳しくは、各世帯に配布した健診に関するお知らせをご覧ください。

　

希
望
す
る
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
自
で
実
施

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

加
入
す
る
医
療
保
険
の
保
険
証

自
己
負
担
金

当
日
持
参
す
る
も
の

―
必
須
項
目
―

○
問
診　

○
診
察

○
血
圧
測
定　

○
検
尿

○
身
体
測
定

　
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）

○
血
液
検
査

○
※

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

○
※

尿
酸

　

※
雲
仙
市
独
自
に
追
加
し
た

　
　

項
目
で
す

―
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
―

○
貧
血
検
査

○
心
電
図
検
査

○
眼
底
検
査

健
診
項
目

集
団
健
診
…
７
０
０
円

個
別
健
診
…
９
０
０
円

　

今
年
度
成
人
式
を
迎
え

る
人
を
対
象
に
、「
は
た

ち
の
お
祝
い
健
診
」
を
行

う
予
定
で
す
。
集
団
健
診

で
１
日
だ
け
行
わ
れ
ま
す

が
、
受
診
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
若
年
者
健
診
と

の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

日
程
な
ど
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
己
負
担
金

場
所
・
日
時

　

市
内
お
よ
び
南
島
原
市
の
実

施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

①
保
険
証
を
持
参
し
、
会
場
に

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
結
果
説
明
会
に
て
健

　

診
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

健
診
の
流
れ

①
実
施
医
療
機
関
を
確
認
し
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
流
れ

●がん検診等

■対　象　者：65歳以上で、要支援・要介護の認定を受けていない人
■自己負担金：無料
　対象となる人には、オレンジ色の「生活機能評
価受診券」が届きます。受診券に同封された一覧
表の実施医療機関で受診できます。また、国保・
後期高齢者医療に加入している人は、集団健診会
場でも受診できます。特定健康診査や健康診査と
同時に受診することもできますので、詳しくは受診
券に同封された案内をご覧ください。

●生活機能評価

■対　象　者：40歳以上（加入している医療保険の種別は問いません）
■自己負担金：500 円
　個別健診のみとなっていますので、各自で実施歯科医院に申し込みの上、受
診してください。受診できる日時や場所など、詳しくは、各世帯に配布した健
診に関するお知らせをご覧ください。

●歯周病検診

～はたちのお祝い健診～

胃がん検診
腹部エコー検査
大腸がん検診
結核・肺がん検診
喀痰検査(注1)
前立腺がん検査(注2)　（男性のみ）
肝炎ウイルス検査(注2)
子宮がん検診
（女性のみ）

乳がん検診
（女性のみ）

骨粗しょう症検査(注2)　（女性のみ）

400円
1,300円
200円
無料(注4)
300円
500円
200円
300円
600円

500円
300円

1,000円
1,900円
200円
300円
300円

300円
600円
400円
500円

子宮頚部
子宮頚部＋体部(注1)
エコー検査(注3)
マンモグラフィ

健(検)診の種類 対象者 自己負担金
個別健診 集団健診

20歳以上
20歳以上
20歳以上
40歳以上
40歳以上
40歳以上
40歳（注5）
20歳以上
20歳以上
20～39歳
40歳以上

40,45,50,55,60,65,70歳
(注 1) 該当者のみに実施、(注 2) 集団健診のみで実施、(注 3) 個別健診のみで実施、(注 4) 間接撮影
(注 5)40 歳以上で、過去に検査を受けていない人なども可

　すべての健（検）診について、70歳以上の人および生活保護を受給している

人の健（検）診料の自己負担金は無料となります。

　ただし、生活保護を受給している人が「がん検診等」と「若年者健診」を受

診するときは、各総合支所・福祉事務所・健康づくり課で発行する確認書が必

要です。

《当日持参するもの》

生活機能評価受診券

介護保険
被保険者証

※
異
常
な
し
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
健
診
結
果
を

　

郵
送
し
ま
す

●広報うんぜん
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問　

健
康
づ
く
り
課

　
　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問　健康づくり課、各総合支所市民生活課

問　福祉課、各総合支所市民生活課

問　健康づくり課、各総合支所市民生活課

　

平
成
20
年
７
月
１
日（
火
）

か
ら
12
月
26
日
（
金
）
ま

で
で
す
。
期
間
内
に
１
回
受

診
で
き
ま
す
。

受
診
期
間

　

集
団
健
診
と
個
別
健
診

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
近
く
ま
た
は
、
都
合

の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
内
各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し

た
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　加入している医療保険に関わらず受診できます。受診できる日時や場所など、
詳しくは、各世帯に配布した健診に関するお知らせをご覧ください。

　

希
望
す
る
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
自
で
実
施

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

加
入
す
る
医
療
保
険
の
保
険
証

自
己
負
担
金

当
日
持
参
す
る
も
の

―
必
須
項
目
―

○
問
診　

○
診
察

○
血
圧
測
定　

○
検
尿

○
身
体
測
定

　
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）

○
血
液
検
査

○
※

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

○
※

尿
酸

　

※
雲
仙
市
独
自
に
追
加
し
た

　
　

項
目
で
す

―
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
―

○
貧
血
検
査

○
心
電
図
検
査

○
眼
底
検
査

健
診
項
目

集
団
健
診
…
７
０
０
円

個
別
健
診
…
９
０
０
円

　

今
年
度
成
人
式
を
迎
え

る
人
を
対
象
に
、「
は
た

ち
の
お
祝
い
健
診
」
を
行

う
予
定
で
す
。
集
団
健
診

で
１
日
だ
け
行
わ
れ
ま
す

が
、
受
診
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
若
年
者
健
診
と

の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

日
程
な
ど
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
己
負
担
金

場
所
・
日
時

　

市
内
お
よ
び
南
島
原
市
の
実

施
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

①
保
険
証
を
持
参
し
、
会
場
に

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
結
果
説
明
会
に
て
健

　

診
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

健
診
の
流
れ

①
実
施
医
療
機
関
を
確
認
し
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
流
れ

●がん検診等

■対　象　者：65歳以上で、要支援・要介護の認定を受けていない人
■自己負担金：無料
　対象となる人には、オレンジ色の「生活機能評
価受診券」が届きます。受診券に同封された一覧
表の実施医療機関で受診できます。また、国保・
後期高齢者医療に加入している人は、集団健診会
場でも受診できます。特定健康診査や健康診査と
同時に受診することもできますので、詳しくは受診
券に同封された案内をご覧ください。

●生活機能評価

■対　象　者：40歳以上（加入している医療保険の種別は問いません）
■自己負担金：500 円
　個別健診のみとなっていますので、各自で実施歯科医院に申し込みの上、受
診してください。受診できる日時や場所など、詳しくは、各世帯に配布した健
診に関するお知らせをご覧ください。

●歯周病検診

～はたちのお祝い健診～

胃がん検診
腹部エコー検査
大腸がん検診
結核・肺がん検診
喀痰検査(注1)
前立腺がん検査(注2)　（男性のみ）
肝炎ウイルス検査(注2)
子宮がん検診
（女性のみ）

乳がん検診
（女性のみ）

骨粗しょう症検査(注2)　（女性のみ）

400円
1,300円
200円
無料(注4)
300円
500円
200円
300円
600円

500円
300円

1,000円
1,900円
200円
300円
300円

300円
600円
400円
500円

子宮頚部
子宮頚部＋体部(注1)
エコー検査(注3)
マンモグラフィ

健(検)診の種類 対象者 自己負担金
個別健診 集団健診

20歳以上
20歳以上
20歳以上
40歳以上
40歳以上
40歳以上
40歳（注5）
20歳以上
20歳以上
20～39歳
40歳以上

40,45,50,55,60,65,70歳
(注 1) 該当者のみに実施、(注 2) 集団健診のみで実施、(注 3) 個別健診のみで実施、(注 4) 間接撮影
(注 5)40 歳以上で、過去に検査を受けていない人なども可

　すべての健（検）診について、70歳以上の人および生活保護を受給している

人の健（検）診料の自己負担金は無料となります。

　ただし、生活保護を受給している人が「がん検診等」と「若年者健診」を受

診するときは、各総合支所・福祉事務所・健康づくり課で発行する確認書が必

要です。

《当日持参するもの》

生活機能評価受診券

介護保険
被保険者証

※
異
常
な
し
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
健
診
結
果
を

　

郵
送
し
ま
す
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特
定
保
健
指
導

90cm

85cm以上

あ
な
た
が
、
健
康
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
。

今
何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
、
支
援
し
ま
す
。

自
分
の
特
定
健
康
診
査
の
結
果
が
、

ど
の
よ
う
に
判
定
さ
れ
る
か
予
想
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

以上

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）診断の最初の基準
となる「腹囲測定」（青の線（ウエスト）ではなく、黄色の線で測ります）

女性

男性

画像資料提供：独立行政法人国立健康・栄養研究所（http://www0.nih.go.jp/)

特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）の
危
険
度
が
高
い
人
が
、

健
康
状
態
を
知
り
、生
活
習
慣
の
改
善

に
向
け
て
自
主
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
、保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
支

援
す
る
制
度
で
す
。危
険
度
に
応
じ
て

「
動
機
づ
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支

援
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
先
、健
康
で
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、今
何
が
で

き
る
か
」を
一
緒
に
考
え
、支
援
し
て
い

き
ま
す
。

「
動
機
づ
け
支
援
」

「
積
極
的
支
援
」っ
て
何

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
、保
健
指
導
の

必
要
度
別
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、健
診
を
受
け

た
す
べ
て
の
人
に
は
、健
診
結
果
か
ら

把
握
で
き
る
現
在
の
身
体
の
状
態
や

生
活
習
慣
病
予
防
の
知
識
な
ど
に
つ

い
て
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

危
険
度
が「
低
」
と
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
は
、こ
の
「
情
報
提
供
」
の
み
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、危
険
度
「
中
」
と
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
行
わ
れ
る

特
定
保
健
指
導
が「
動
機
づ
け
支
援
」、

危
険
度
「
高
」
と
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に

行
わ
れ
る
特
定
保
健
指
導
が
「
積
極

的
支
援
」で
す
。

対
象
者
は

　

40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、特
定
健
康
診
査
の
結
果
、「
動

機
づ
け
支
援
」・「
積
極
的
支
援
」と
判

定
さ
れ
た
人
が
特
定
保
健
指
導
の
対

象
と
な
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
場
合
に

該
当
に
な
る
か
、詳
し
く
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

腹囲が男性８５㎝以上、女性９０㎝以上

高血圧・糖尿病・脂質異常で内服治療中ですか

○血糖　ＨｂＡ１Ｃが５．２％以上
○脂質　中性脂肪が１５０㎎/dl以上
　　　　　またはＨＤＬコレステロールが４０㎎/dl未満

○血圧　収縮期血圧が１３０㎜Hg以上または拡張期血圧が８５㎜Hg以上

ＢＭＩが２５以上　※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷（身長（ｍ））２
（例：身長150㎝、体重60㎏ ⇒ ＢＭＩ＝60÷1.5÷1.5＝26.6）

Ｂで１つ該当

習慣的に
たばこを
吸いますか？

情報提供 動機づけ支援 積極的支援

結果説明会 結果説明会 結果説明会

６５歳以上
ですか？

該当なし

10分程度の面談 30分程度の面談 30分～１時間程度の面談

Ａで１つ該当
または

Ｂで２つ該当

Ａで２つ以上該当
または

Ｂで３つ全部該当

次の３つのうち、いくつ当てはまりますか？

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

スタート
特定保健指導の対象
にはなりません

○健診の結果は、結果説明会時にお渡しします。
　特定保健指導の該当者には、個別に通知します。
　（ただし、75歳以上の人には健診結果を郵送します）

Ａ

Ｂ

【基本的な健診】○既往症の調査（服薬歴、喫煙習慣など）　○自覚・他覚症状の検査
　○身体計測（身長、体重、腹囲）　○ＢＭＩ　○血圧測定　○肝機能検査
　○血中脂質検査　○血糖検査（ＨｂＡ１Ｃ）　○尿検査
【その他医師が必要と認めたときに行う項目】○貧血検査　○心電図　○眼底検査

検
査
項
目

「からだにいいことスタート教室」
を紹介します

「楽しく 美しく 健康アップ教室」
を紹介します
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。
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診
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の
結
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み
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。

以上

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）診断の最初の基準
となる「腹囲測定」（青の線（ウエスト）ではなく、黄色の線で測ります）
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画像資料提供：独立行政法人国立健康・栄養研究所（http://www0.nih.go.jp/)
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。

「
動
機
づ
け
支
援
」
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に
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に
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く
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
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だ
さ
い
。

腹囲が男性８５㎝以上、女性９０㎝以上

高血圧・糖尿病・脂質異常で内服治療中ですか

○血糖　ＨｂＡ１Ｃが５．２％以上
○脂質　中性脂肪が１５０㎎/dl以上
　　　　　またはＨＤＬコレステロールが４０㎎/dl未満

○血圧　収縮期血圧が１３０㎜Hg以上または拡張期血圧が８５㎜Hg以上

ＢＭＩが２５以上　※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷（身長（ｍ））２
（例：身長150㎝、体重60㎏ ⇒ ＢＭＩ＝60÷1.5÷1.5＝26.6）

Ｂで１つ該当

習慣的に
たばこを
吸いますか？

情報提供 動機づけ支援 積極的支援

結果説明会 結果説明会 結果説明会

６５歳以上
ですか？

該当なし

10分程度の面談 30分程度の面談 30分～１時間程度の面談

Ａで１つ該当
または

Ｂで２つ該当

Ａで２つ以上該当
または

Ｂで３つ全部該当

次の３つのうち、いくつ当てはまりますか？

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

スタート
特定保健指導の対象
にはなりません

○健診の結果は、結果説明会時にお渡しします。
　特定保健指導の該当者には、個別に通知します。
　（ただし、75歳以上の人には健診結果を郵送します）

Ａ

Ｂ

【基本的な健診】○既往症の調査（服薬歴、喫煙習慣など）　○自覚・他覚症状の検査
　○身体計測（身長、体重、腹囲）　○ＢＭＩ　○血圧測定　○肝機能検査
　○血中脂質検査　○血糖検査（ＨｂＡ１Ｃ）　○尿検査
【その他医師が必要と認めたときに行う項目】○貧血検査　○心電図　○眼底検査

検
査
項
目

「からだにいいことスタート教室」
を紹介します

「楽しく 美しく 健康アップ教室」
を紹介します

9 ●広報うんぜん
平成20年7月



個別健診を受けた人は『健康相談』を受けましょう

積極的支援〔楽しく 美しく 健康アップ教室〕

特定保健指導に関する問い合わせは、健康づくり課（℡38-3113）

《積極的支援の例》

今年度は、集団健診受診者に対し積極的支援を行います。

指
定
医
療
機
関
で
個
別

健
診
を
受
け
る
。

○
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
初
回
面
接
（
30
分
）

○
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
調
査
（
20
〜
30
分
）

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
話

○
栄
養
調
査
結
果
の
返
却

○
歩
数
計
の
貸
し
出
し

○
身
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う

○
情
報
交
換
…
ほ
か
の
人
は
ど
の
よ
う
に
頑
張　

　

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

○
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

○
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
コ
ツ

○
情
報
交
換

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

○
間
食
・
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

○
血
液
検
査

○
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
個
別
面
接

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

○
血
液
検
査
結
果
で
頑
張
り
を
確
か
め
て
み
ま　

　

し
ょ
う

○
そ
の
ま
ん
ま
料
理
カ
ー
ド
で
献
立
づ
く
り

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

受
診
し
た
医
療
機
関
で

「
健
診
結
果
」と「
健
康
相

談
予
定
表
」
を
受
け
取
る
。

市
役
所
に
連
絡
し
、『
健

康
相
談
』の
予
約
を
す
る
。

市
内
７
地
区
で
実
施
す

る『
健
康
相
談
』で
保
健

師
、管
理
栄
養
士
と
個
別

相
談
す
る
。

○
『
健
康
相
談
』
の
流
れ

１回目２回目３回目４回目５回目６回目７回目

※
健
康
相
談
予
定
表
は
、特
定
保
健

　

指
導
該
当
者
に
の
み
お
渡
し
し
ま
す

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　個別健診を受けた人は、８月から各地区ごとに毎月実施する『健康相談』で個別相談
を行います。ぜひ、予約して会場へお越しください。
　詳しくは、健診を受診する医療機関でお渡しする「健康相談予定表」をご覧ください。

２
週
間

２
週
間

２
週
間

２
週
間

３
カ
月

１
カ
月

健
診
結
果
を
見
て
ど
う
感
じ

ま
し
た
か
。

健
康
の
た
め
に
、
ど
ん
な
こ

と
な
ら
で
き
そ
う
で
す
か
。

　積極的支援の教室を４会場で行う予定です。教室は、
健診からおよそ２カ月後に１回目を行い、全部で７
回になります。※該当者には個別に通知します
　栄養と運動についての知識を学び、それを自分の
生活に取り入れやすいようなプログラムとなってい
ます。（内容については、変更することがあります）

　自分の生活を振り返り、身体の状態（体重や体調など）を意識できるように、下のよう
な記録表をつけてみるのも有効です。

飲
み
会
の
後
、
１
〜
２
日

で
体
重
が
増
え
て
い
ま
す
。

よ
く
歩
い
た
と
き
は
、

体
重
が
減
っ
て
い
ま
す
。

まずは記録をつけてみましょう

※積極的支援の中でもこの用紙を使います。また、市のホームページからダウンロードもできます。

●広報うんぜん
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積極的支援〔楽しく 美しく 健康アップ教室〕

特定保健指導に関する問い合わせは、健康づくり課（℡38-3113）
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○
血
液
検
査

○
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
個
別
面
接

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

○
血
液
検
査
結
果
で
頑
張
り
を
確
か
め
て
み
ま　

　

し
ょ
う

○
そ
の
ま
ん
ま
料
理
カ
ー
ド
で
献
立
づ
く
り

○
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

受
診
し
た
医
療
機
関
で

「
健
診
結
果
」と「
健
康
相

談
予
定
表
」
を
受
け
取
る
。

市
役
所
に
連
絡
し
、『
健

康
相
談
』の
予
約
を
す
る
。

市
内
７
地
区
で
実
施
す

る『
健
康
相
談
』で
保
健

師
、管
理
栄
養
士
と
個
別

相
談
す
る
。

○
『
健
康
相
談
』
の
流
れ

１回目２回目３回目４回目５回目６回目７回目

※
健
康
相
談
予
定
表
は
、特
定
保
健

　

指
導
該
当
者
に
の
み
お
渡
し
し
ま
す

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　個別健診を受けた人は、８月から各地区ごとに毎月実施する『健康相談』で個別相談
を行います。ぜひ、予約して会場へお越しください。
　詳しくは、健診を受診する医療機関でお渡しする「健康相談予定表」をご覧ください。

２
週
間

２
週
間

２
週
間

２
週
間

３
カ
月

１
カ
月

健
診
結
果
を
見
て
ど
う
感
じ

ま
し
た
か
。

健
康
の
た
め
に
、
ど
ん
な
こ

と
な
ら
で
き
そ
う
で
す
か
。

　積極的支援の教室を４会場で行う予定です。教室は、
健診からおよそ２カ月後に１回目を行い、全部で７
回になります。※該当者には個別に通知します
　栄養と運動についての知識を学び、それを自分の
生活に取り入れやすいようなプログラムとなってい
ます。（内容については、変更することがあります）

　自分の生活を振り返り、身体の状態（体重や体調など）を意識できるように、下のよう
な記録表をつけてみるのも有効です。

飲
み
会
の
後
、
１
〜
２
日

で
体
重
が
増
え
て
い
ま
す
。

よ
く
歩
い
た
と
き
は
、

体
重
が
減
っ
て
い
ま
す
。

まずは記録をつけてみましょう

※積極的支援の中でもこの用紙を使います。また、市のホームページからダウンロードもできます。
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平
成
19
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

７
月
に
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額

を
決
定
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
４
月
か
ら

仮
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
人
は
、

す
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険

料
を
含
め
て
再
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
前
に
加

入
し
て
い
た
保
険
制
度
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
人
を
除
く
）
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。
保

険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
な

い
人
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

納
付
（
普
通
徴
収
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
割
合
の
再
判
定
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
８
月

１
日
か
ら
自
己
負
担
割
合
が
変
更

（
３
割
か
ら
１
割
、
ま
た
は
１
割

か
ら
３
割
）
と
な
る
人
に
、
新
し

い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
自

己
負
担
割
合
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
新
し
い
保
険
証
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
今
使
っ
て
い
る
保

険
証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
以
降
、
所
得

更
正
や
世
帯
状
況
の
異
動
に
よ
る

再
判
定
の
結
果
、
自
己
負
担
割
合

に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
異

動
な
ど
が
生
じ
た
月
の
翌
月
初
日

か
ら
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

○
自
己
負
担
割
合
が
３
割
と
な
る

　

の
は
、
同
一
世
帯
に
住
民
税
課

　

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

が
い
る
人
で
す
。
た
だ
し
、
負

　

担
割
合
が
３
割
と
な
る
場
合
で

　

も
、
収
入
額
（
必
要
経
費
な
ど

　

を
差
し
引
く
前
の
額
）
が
基
準

　

収
入
額
（
世
帯
の
中
に
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
が
１
人

　

の
場
合
は
３
８
３
万
円
、
２
人

　

以
上
の
場
合
は
５
２
０
万
円
）

　

未
満
で
あ
れ
ば
、
申
請
す
る
と

　

負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
申
請
す
る
と
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院

時
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
す
で
に
認
定
証
を
持
っ

　

て
い
る
人
は
、
有
効
期
限
が
平

　

成
20
年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い

　

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
認
定
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申

　

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

℡
０
９
５
（
８
１
６
）
３
９
３
０

保
険
年
金
課　

後
期
高
齢
者
医
療
班　

℡
（
38
）
３
１
１
１

国民健康保険に加入している皆さまへ
税務課　市民国保税班　℡（38）３１１１

国民健康保険税の税率などを変更

国民健康保険税額（年税額）＝所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額

　平成20年度の国民健康保険税について、税率などが決定しました。後期高齢者医療制度の
開始に伴い、   「後期高齢者支援分」 の税率 （額） が加わりましたが、  その分だけ 「医療分」 
の税率 （額） を引き下げたため、合計としての税率 （額） は据え置きとなります。
　ただし、課税限度額は合計で前年度より３万円引き上げとなりました。

10月から、国民健康保険税が年金から差し引かれます
　国民健康保険に加入している65歳以上75歳未満の世帯主で、次の項目のいずれにも該当
する場合、平成20年10月から、国民健康保険税が年金から差し引かれます（特別徴収）。

　①世帯の国民健康保険加入者全員が65歳以上75歳未満
　②年金受給額が年額18万円以上で、国民健康保険税と介護保険料の合計額が、年金受給額
　　の２分の１を超えない

　特別徴収の対象となる人は、平成20年度の国民健康保険の年税額から、７～９月（第１
～３期）に納めていただいた額を引いた額が10月から、年金から差し引かれます。
　特別徴収の対象とならない人は、これまでどおり納付書か口座振替による納付となります
（普通徴収）。

○所得割額＝世帯の国保加入者の基準総所得額×各区分税率（％）
○資産割額＝世帯の国保加入者の固定資産税額×各区分税率（％）
○均等割額＝世帯の国保加入者数×各区分税額（円）
○平等割額＝（１世帯当たり）各区分税額（円）

所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
課税限度額

9.0％
30.0％

29,000円
31,000円
560,000円

1.3％
5.0％

7,400円
4,600円
90,000円

医療分
区分税率（額）

介護分
所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
課税限度額

7.5％
24.0％

24,000円
24,400円
470,000円

1.5％
6.0％

5,000円
6,600円

120,000円

医療分
区分税率（額）
後期高齢者支援

1.3％
5.0％

7,400円
4,600円
90,000円

介護分

平成19年度 平成20年度

※算出した年税額が課税限度額を超えた場合、課税限度額が国民健康保険税額となります

○雲仙市の医療費負担は、年々増加傾向にあります。皆さまのご理解をお願いします。

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
平成20年 平成21年

２月
（第１期） （第２期） （第３期） （第４期） （第５期） （第６期） （第７期） （第８期）

納付書または口座振替による納付 年金から差し引かれます

平
成
20
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し
ま
す

自
己
負
担
割
合
が
変

更
と
な
る
場
合
に
は

新
し
い
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
交
付

し
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

被用者保険（政府管
掌保険、健康保険組
合、共済組合など）

国民健康保険、国保組合（建設国保
組合、医師国保組合など）

上記のうち、平成20年１月下旬以降
に国民健康保険に加入した人

後期高齢者医療制度の前に
加入していた医療保険の区分 特別徴収に該当する人 普通徴収に該当する人

４月から仮徴収された保
険料を含めて再計算し決
定した保険料が、引き続き
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、９月分
までは口座振替または納
付書で納付し、10月以降は
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、９月分
までは口座振替または納
付書で納付し、10月以降は
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、10月以
降の年金から差し引かれ
ます。

保険料が決定後、10月以
降に口座振替または納付
書で納付します。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

被保険者本人

被扶養者※

※被用者保険加入者の被扶養者だった人は、これまで保険料の負担がなかったため、特別措置と
　して平成20年４月から９月までの保険料の負担はなく、10月から保険料を納めていただきます

○保険料の納め方
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平
成
19
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

７
月
に
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額

を
決
定
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
４
月
か
ら

仮
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
人
は
、

す
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険

料
を
含
め
て
再
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
前
に
加

入
し
て
い
た
保
険
制
度
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
人
を
除
く
）
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。
保

険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
な

い
人
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

納
付
（
普
通
徴
収
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
割
合
の
再
判
定
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
８
月

１
日
か
ら
自
己
負
担
割
合
が
変
更

（
３
割
か
ら
１
割
、
ま
た
は
１
割

か
ら
３
割
）
と
な
る
人
に
、
新
し

い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
自

己
負
担
割
合
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
新
し
い
保
険
証
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
今
使
っ
て
い
る
保

険
証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
以
降
、
所
得

更
正
や
世
帯
状
況
の
異
動
に
よ
る

再
判
定
の
結
果
、
自
己
負
担
割
合

に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
異

動
な
ど
が
生
じ
た
月
の
翌
月
初
日

か
ら
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

○
自
己
負
担
割
合
が
３
割
と
な
る

　

の
は
、
同
一
世
帯
に
住
民
税
課

　

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

が
い
る
人
で
す
。
た
だ
し
、
負

　

担
割
合
が
３
割
と
な
る
場
合
で

　

も
、
収
入
額
（
必
要
経
費
な
ど

　

を
差
し
引
く
前
の
額
）
が
基
準

　

収
入
額
（
世
帯
の
中
に
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
が
１
人

　

の
場
合
は
３
８
３
万
円
、
２
人

　

以
上
の
場
合
は
５
２
０
万
円
）

　

未
満
で
あ
れ
ば
、
申
請
す
る
と

　

負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
申
請
す
る
と
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院

時
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
す
で
に
認
定
証
を
持
っ

　

て
い
る
人
は
、
有
効
期
限
が
平

　

成
20
年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い

　

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
認
定
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申

　

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

後
期
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国民健康保険に加入している皆さまへ
税務課　市民国保税班　℡（38）３１１１

国民健康保険税の税率などを変更

国民健康保険税額（年税額）＝所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額

　平成20年度の国民健康保険税について、税率などが決定しました。後期高齢者医療制度の
開始に伴い、   「後期高齢者支援分」 の税率 （額） が加わりましたが、  その分だけ 「医療分」 
の税率 （額） を引き下げたため、合計としての税率 （額） は据え置きとなります。
　ただし、課税限度額は合計で前年度より３万円引き上げとなりました。

10月から、国民健康保険税が年金から差し引かれます
　国民健康保険に加入している65歳以上75歳未満の世帯主で、次の項目のいずれにも該当
する場合、平成20年10月から、国民健康保険税が年金から差し引かれます（特別徴収）。

　①世帯の国民健康保険加入者全員が65歳以上75歳未満
　②年金受給額が年額18万円以上で、国民健康保険税と介護保険料の合計額が、年金受給額
　　の２分の１を超えない

　特別徴収の対象となる人は、平成20年度の国民健康保険の年税額から、７～９月（第１
～３期）に納めていただいた額を引いた額が10月から、年金から差し引かれます。
　特別徴収の対象とならない人は、これまでどおり納付書か口座振替による納付となります
（普通徴収）。

○所得割額＝世帯の国保加入者の基準総所得額×各区分税率（％）
○資産割額＝世帯の国保加入者の固定資産税額×各区分税率（％）
○均等割額＝世帯の国保加入者数×各区分税額（円）
○平等割額＝（１世帯当たり）各区分税額（円）

所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
課税限度額

9.0％
30.0％

29,000円
31,000円
560,000円

1.3％
5.0％

7,400円
4,600円
90,000円

医療分
区分税率（額）

介護分
所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
課税限度額

7.5％
24.0％

24,000円
24,400円
470,000円

1.5％
6.0％

5,000円
6,600円

120,000円

医療分
区分税率（額）
後期高齢者支援

1.3％
5.0％

7,400円
4,600円
90,000円

介護分

平成19年度 平成20年度

※算出した年税額が課税限度額を超えた場合、課税限度額が国民健康保険税額となります

○雲仙市の医療費負担は、年々増加傾向にあります。皆さまのご理解をお願いします。

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
平成20年 平成21年

２月
（第１期） （第２期） （第３期） （第４期） （第５期） （第６期） （第７期） （第８期）

納付書または口座振替による納付 年金から差し引かれます
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ま
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被用者保険（政府管
掌保険、健康保険組
合、共済組合など）

国民健康保険、国保組合（建設国保
組合、医師国保組合など）

上記のうち、平成20年１月下旬以降
に国民健康保険に加入した人

後期高齢者医療制度の前に
加入していた医療保険の区分 特別徴収に該当する人 普通徴収に該当する人

４月から仮徴収された保
険料を含めて再計算し決
定した保険料が、引き続き
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、９月分
までは口座振替または納
付書で納付し、10月以降は
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、９月分
までは口座振替または納
付書で納付し、10月以降は
年金から差し引かれます。

保険料が決定後、10月以
降の年金から差し引かれ
ます。

保険料が決定後、10月以
降に口座振替または納付
書で納付します。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

保険料が決定後、口座振
替または納付書で納付し
ます。

被保険者本人

被扶養者※

※被用者保険加入者の被扶養者だった人は、これまで保険料の負担がなかったため、特別措置と
　して平成20年４月から９月までの保険料の負担はなく、10月から保険料を納めていただきます

○保険料の納め方
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

　県内から２２１６点の応募があった「第３
４回わたしのお母さん絵画コンクール」（毎日
新聞社主催）で、飛子保育園（小浜町）の森
崎力くん（３）が県知事賞を受賞しました。
　黄色い画用紙いっぱいに描くことで、明る
く大好きなお母さんを表現しています。目が
大きいのは、お母さんがしっかりと力くんを
見て話をしているということ。「力、もうすぐ
目玉焼きが出来るよ！」という声が聞こえて
きそうな素晴らしい作品です。

第
34
回
わ
た
し
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お
母
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ん
絵
画
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ル

飛
子
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育
園
の
森
﨑
力
く
ん
に
県
知
事
賞

　４月２７日に県立総合体育館武道館で
「第３回県ジュニア空手道選手権大会」が
開かれ、県内の７道場から約１２０人が参
加しました。
　気合十分で練習の成果を発揮した結果、
組手の部幼年で原田十馬くん（吾妻：真正
空手）が優勝しました。また、内田郁哉く
ん（吾妻：真正空手）には敢闘賞が贈られ
ました。

第
３
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

組
手
や
形
の
技
術
を
競
い
合
う

　行政相談委員の荒木利勝さんに、長崎行政評価事務所
長から功績に対し感謝状が贈呈されました。荒木さんは
平成１７年４月１日に総務大臣から委嘱され、行政相談
業務に尽力しています。
　感謝状の贈呈は、５月１２日に長崎市で開かれた「行
政相談委員全体会議」の中で行われました。

　市の交通安全母親活動の連携強化を目的に設立された、雲仙市交通安全母の会連絡協議会の通常総会が５月２９日に
愛野町公民館で行われました。
　総会では、これまで以上に地域間の連携を強化し、昨年度実施した交通安全活動をさらに充実することにより、交通
事故のない雲仙市を目指していくことが確認されました。
　「交通安全は家庭から」のスローガンのもと、家庭や地域でのさらなる活躍が期待されます。

なお、総会で決定した役員は次のとおりです。
　●会　長 木嵜　智子さん　　（千々石町）
　●副会長 佐々木　直子さん　（吾妻町）
　●副会長 本田　美代子さん　（小浜町）
　●監　事 野崎　るみ子さん　（愛野町）
　●監　事 鯨津　淳子さん　　（国見町）
　●理　事 三宅　淳子さん　　（南串山町）
　●理　事 松崎　富士美さん　（瑞穂町）

荒木利勝さんへ感謝状
行政相談委員感謝状贈呈

　５月２７日に市入札監視委員会（城谷公威委員長）が市長に対し、入札制度改革にかかる「提言書」を提出しました。設
置からこれまで１年の審議などを通してまとめられたもので、提言の内容は次の６項目です。

　引き続き行われた第４回入札監視委員会では、指名停止
案件の審議と、１～３月までに行った入札４１件のうち、
各委員が抽出した７件について審査が行われ、１件の工事
については、全入札参加者に積算根拠となる「工事費内訳
書」を求めるよう指示がありました。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

入札制度改革にかかる「提言書」の提出
雲仙市入札監視委員会

　６月７日～８日に佐世保市もみじヶ丘公園で行われた
「第22回全日本小学生ソフトボール長崎県大会」で、桑
鶴ジャガーズ（南串第一小）が準優勝という好成績を収め、
創部以来、初の全国大会行きの切符を手に入れました。
　選手たちは、８月１日～５日に静岡県で行われる全国
大会でも堂々と胸を張ったプレーができるよう、日々練
習に励んでいます。
頑張れ桑鶴ジャガーズ！

桑鶴ジャガーズ全国大会出場決定
づ るく わ

第22回全日本小学生ソフトボール長崎県大会

交通安全は家庭から
交通安全母の会連絡協議会通常総会

①透明性の確保について ―市民・業者への情報公開―
②公正な競争の促進について ―制限付一般競争入札を１千万円以上に拡大―
③適正な施工の確保について ―検査部門の独立、総合評価落札方式の導入―
④不正行為の排除の徹底について ―指名停止処分の強化―
⑤入札制度改革の継続について ―入札監視委員会の質の向上―
⑥事務の効率化について ―将来的に電子入札導入―

母の日に授賞式がありました感謝状を受け取る荒木さん

愛野町公民館で行われた総会の様子

敢闘賞の内田くん（上）と
幼年の部優勝の原田くん（右）

市長に提言書を提出する城谷委員長みんなでつかんだ全国大会への切符
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新聞社主催）で、飛子保育園（小浜町）の森
崎力くん（３）が県知事賞を受賞しました。
　黄色い画用紙いっぱいに描くことで、明る
く大好きなお母さんを表現しています。目が
大きいのは、お母さんがしっかりと力くんを
見て話をしているということ。「力、もうすぐ
目玉焼きが出来るよ！」という声が聞こえて
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　４月２７日に県立総合体育館武道館で
「第３回県ジュニア空手道選手権大会」が
開かれ、県内の７道場から約１２０人が参
加しました。
　気合十分で練習の成果を発揮した結果、
組手の部幼年で原田十馬くん（吾妻：真正
空手）が優勝しました。また、内田郁哉く
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　行政相談委員の荒木利勝さんに、長崎行政評価事務所
長から功績に対し感謝状が贈呈されました。荒木さんは
平成１７年４月１日に総務大臣から委嘱され、行政相談
業務に尽力しています。
　感謝状の贈呈は、５月１２日に長崎市で開かれた「行
政相談委員全体会議」の中で行われました。

　市の交通安全母親活動の連携強化を目的に設立された、雲仙市交通安全母の会連絡協議会の通常総会が５月２９日に
愛野町公民館で行われました。
　総会では、これまで以上に地域間の連携を強化し、昨年度実施した交通安全活動をさらに充実することにより、交通
事故のない雲仙市を目指していくことが確認されました。
　「交通安全は家庭から」のスローガンのもと、家庭や地域でのさらなる活躍が期待されます。

なお、総会で決定した役員は次のとおりです。
　●会　長 木嵜　智子さん　　（千々石町）
　●副会長 佐々木　直子さん　（吾妻町）
　●副会長 本田　美代子さん　（小浜町）
　●監　事 野崎　るみ子さん　（愛野町）
　●監　事 鯨津　淳子さん　　（国見町）
　●理　事 三宅　淳子さん　　（南串山町）
　●理　事 松崎　富士美さん　（瑞穂町）

荒木利勝さんへ感謝状
行政相談委員感謝状贈呈

　５月２７日に市入札監視委員会（城谷公威委員長）が市長に対し、入札制度改革にかかる「提言書」を提出しました。設
置からこれまで１年の審議などを通してまとめられたもので、提言の内容は次の６項目です。

　引き続き行われた第４回入札監視委員会では、指名停止
案件の審議と、１～３月までに行った入札４１件のうち、
各委員が抽出した７件について審査が行われ、１件の工事
については、全入札参加者に積算根拠となる「工事費内訳
書」を求めるよう指示がありました。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

入札制度改革にかかる「提言書」の提出
雲仙市入札監視委員会

　６月７日～８日に佐世保市もみじヶ丘公園で行われた
「第22回全日本小学生ソフトボール長崎県大会」で、桑
鶴ジャガーズ（南串第一小）が準優勝という好成績を収め、
創部以来、初の全国大会行きの切符を手に入れました。
　選手たちは、８月１日～５日に静岡県で行われる全国
大会でも堂々と胸を張ったプレーができるよう、日々練
習に励んでいます。
頑張れ桑鶴ジャガーズ！

桑鶴ジャガーズ全国大会出場決定
づ るく わ

第22回全日本小学生ソフトボール長崎県大会

交通安全は家庭から
交通安全母の会連絡協議会通常総会

①透明性の確保について ―市民・業者への情報公開―
②公正な競争の促進について ―制限付一般競争入札を１千万円以上に拡大―
③適正な施工の確保について ―検査部門の独立、総合評価落札方式の導入―
④不正行為の排除の徹底について ―指名停止処分の強化―
⑤入札制度改革の継続について ―入札監視委員会の質の向上―
⑥事務の効率化について ―将来的に電子入札導入―

母の日に授賞式がありました感謝状を受け取る荒木さん

愛野町公民館で行われた総会の様子

敢闘賞の内田くん（上）と
幼年の部優勝の原田くん（右）

市長に提言書を提出する城谷委員長みんなでつかんだ全国大会への切符
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か
所
ほ
ど
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が

認
定
さ
れ
て
い
て
、
将
来
的
に
は

２
５
０
か
所
程
度
が
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
（
ち
な
み
に
、
世
界
遺
産

は
平
成
19
年
で
８
５
１
件
）

　

現
在
、下
の
地
図
に
あ
る
よ
う
に
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
中
国
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
事
務
局

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
火
山
を
テ
ー

マ
と
し
た
と
こ
ろ
は
３
か
所
し
か

な
く
、
３
か
所
と
も
比
較
的
古
い

火
山
の
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

ご
く
最
近
起
こ
っ
た
噴
火
災
害
を

乗
り
越
え
、
火
山
と
共
生
す
る
島

原
半
島
地
域
は
、
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
要
素
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「ジオパークガイド養成講座」準備中！

拡大図

●広報うんぜん
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雲
仙
市
の
入
札
制
度

平
成
20
年
度
制
度
改
正
に
つ
い
て

管
財
課

　雲仙市の入札制度は、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」を基本に、平
成18年度「雲仙市入札制度検討委員会」の提言に沿って、国や県の動きも視野に入れながら年次
的に制度改革を進めています。
　

「雲仙市入札監視委員会」

地方公共団体の入札制度について定めています。
（一般競争入札（原則）、指名競争入札、随意契約など）

平成20年度の主な改正点

入札制度にかかる主な法律
地方自治法（昭和22年法律第67号）

建設業の許可の手続きや建設業者が守るべき事項を定めています。
（営業所への専任技術者配置義務、一括下請負禁止など）

建設業法（昭和24年法律第100号）

公共工事の入札・契約について適正化の基本となるべき事項を定めています。
（入札関連情報の公表、不正行為の排除、適正施工の確保など）

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）

公共工事の品質確保について定めています。
（発注者の品質審査義務、受注者の技術向上の努力義務など）

公共工事の品質確保の促進に関する法律（平成17年法律第18号）

17 ●広報うんぜん
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は ぴ ね す 通 信 ④

地域を
つくるのは誰？

　

現
代
の
地
域
社
会
は
、
世
代
間
の

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
、

人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
地

域
活
動
に
参
加
す
る
人
が
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
る

と
、
安
全
、
安
心
の
確
保
な
ど
の
面

で
、
不
安
や
支
障
が
出
始
め
ま
す
。

地
域
活
動
の
実
態

　

昨
年
５
月
〜
６
月
に
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
の
結
果
を
見
て
み
る

と
、
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
男
性
は
65
・
３
％
、
女
性
は

53
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図

①
）

　

し
か
し
、
地
域
の
役
職
に
推
薦
さ

れ
た
場
合
、「
引
き
受
け
る
」
と
回

答
し
た
女
性
は
16
・
４
％
と
少
な
く

（
図
②
）、
引
き
受
け
な
い
理
由
と
し

て
「
役
職
に
つ
く
知
識
や
経
験
が
な

い
か
ら
」
と
回
答
し
た
人
が
50
％
と

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
③
）。

　

環
境
、
ご
み
問
題
、
防
災
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見

た
実
態
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
男
性
だ
け
で

は
な
く
、
女
性
の
意
思
決
定
の
場
へ

の
参
画
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
域
社
会
は
、
豊
か
で
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
共
通
基
盤
で

す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

地
域
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

は
、男
性
も
女
性
も
同
じ
は
ず
で
す
。

　

地
域
活
動
に
男
性
も
女
性
も
積
極

的
に
参
画
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女性も男性も、自分の意思で社会に参画し、
男性・女性の「らしさ」を認め合いながら、支え
合い、喜びも責任も分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指します。

人

人

人

人 人

人

人

人

（図①）Ｑ「この1年間に地域活動に参加したことがありますか？」

（図③）Ｑ「地域の役職を引き受けない（引き受けることをすすめない）理由は？」

（図②）Ｑ「地域の役職に推薦されたら引き受けますか？（男性の場合は、
身近な女性に引き受けることをすすめますか？）」

問 雲仙市男女共同参画センター　℡  38-3111
●広報うんぜん
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　「ココロねっこ運動」とは、子どもたちの心の根っこを育てるために、大人のあり方を見直し、
みんなで子どもを育てる長崎県の県民運動です。
　本年度は、「長崎っ子を育む行動指針」の実践を重点的に進めます。

子どもたちをしっかり見つ
め、話に耳を傾け、その心
を感じ、わか
ってあげまし
ょう！

ステップ１

家庭では
01 「早寝・早起き・朝ご飯」の生活リズムを確立させましょう。
02 毎月第３日曜日は「家庭の日」です。家族の絆を深めましょう。
03 学校・ＰＴＡ行事や地域行事に、すすんで参加しましょう。
04 親の責任で携帯電話を持たせるときは、子どもの命を守るために
フィルタリング（有害サイトへのアクセス制限）を必ずしましょう。

保育所・幼稚園・学校では
05 楽しい遊びや学び、わかる授業を展開し、たくましく生きる力を育みましょう。
06 いじめや仲間外しがなく、安心して園・学校生活を送れるようにしましょう。

企業では
09 「ノー残業デー」を設定し、家族のだんらんを応援しましょう。
10 学校行事や地域行事に参加しやすい雰囲気や体制を整えましょう。

地域では
07 あいさつ・声かけ運動を推進し、子どもも大人も顔見知りになりましょう。
08 地域の子どもは地域で見守り育みましょう。

ステップ２ ステップ３

問　長崎県こども政策局こども未来課
　　℡095-895-2686

一人で考え込まず、誰かに
相談しましょう！
困っている人
には進んで手
を貸してあげ
ましょう！

ちょっとおせっかいな？
そんな大人を目指しましょ
う！
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　日本初の国立公園として、日本を代表
する観光リゾート地の一つである雲仙温泉。
そのまちなみ景観と周辺の自然景観との
調和を目的として、古湯地区の建物を対
象としたファサードコンテストを行います。
　今回のコンテストでは、ファサードデ
ザインの設計を広く募集し、改装後のフ
ァサードを市民や観光客の皆さんによる
投票によって審査し、最優秀賞１点（副
賞30万円）と優秀賞１点（副賞10万円）
を決定します。

【応募資格】
市内に居住する人、雲仙市出身の人、市内の事業所に勤務す
る人または市内の事業所。
※新築の場合は、対象建物を設計する資格を有すること
※グループでの応募の場合は、資格を有する人を含むこと
【応募期限】
　８月８日（金）必着

詳しくは、下記までお問い合わせいただくか、市ホームペー
ジ（http://www.city.unzen.nagasaki.jp）をご覧ください。

　長崎市の夢彩都で雲仙市物産フェアが５月30日～６
月１日に行われ、大盛況のうちに終了。今回の主役は
「雲仙スイーツ」。パンフレット掲載の中から７店舗
が出店し、雲仙スイーツ街道と銘打ち、ほかの特産品
とともに多くのお客さんを迎えました。

過去最大のにぎわい　物産フェア

　干拓堤防道路の暫定供用に伴い設置していた仮設観
光直売所を、５月25日に閉所しました。昨年の12月23
日から、多くの観光客や市民の皆さんを迎えた直売所
では、出店業者や関係者が出席して閉所式が行われ、
約５カ月間にわたる施設の役割を終えました。

直売所閉所　お世話になりました

　望洋荘を主会場として「健康づくり大学・雲仙キャ
ンパス」の人材育成講座が、６月３日、４日の２日間
行われ、延べ38人が参加。参加者は、講義や運動体験、
ヘルシー料理の試食などの後、健康づくりコーディネ
ーターの認定を目指した認定試験に挑みました。

時代を先取り　ヘルス・ツーリズム

　スイーツパンフレットの刊行を記念して、５月１日
から出店していた雲仙スイーツ店ですが、５月31日に
販売を終了しました。ゴールデンウィーク中の家族連
れやビジネスマンなど多くの客でにぎわい、雲仙スイ
ーツの魅力が全国に発信されました。

長崎空港ビル　スイーツ販売終了

　日本初の国立公園として、日本を代表
する観光リゾート地の一つである雲仙温泉。
そのまちなみ景観と周辺の自然景観との
調和を目的として、古湯地区の建物を対
象としたファサードコンテストを行います。
　今回のコンテストでは、ファサードデ
ザインの設計を広く募集し、改装後のフ
ァサードを市民や観光客の皆さんによる
投票によって審査し、最優秀賞１点（副
賞30万円）と優秀賞１点（副賞10万円）
を決定します。

【応募資格】
市内に居住する人、雲仙市出身の人、市内の事業所に勤務す
る人または市内の事業所。
※新築の場合は、対象建物を設計する資格を有すること
※グループでの応募の場合は、資格を有する人を含むこと
【応募期限】
８月８日（金）必着

詳しくは、下記までお問い合わせいただくか、市ホームペー
ジ（http://www.city.unzen.nagasaki.jp）をご覧ください。

では、出店業者や関係者が出席して閉所式が行われ、
約５カ月間にわたる施設の役割を終えました。

れやビジネスマンなど多くの客でにぎわい、雲仙スイ
ーツの魅力が全国に発信されました。

作品
大募集

雲仙温泉まちなみ

ファサードとは…建築物の正面の外観のこと。主に道路側から見たときの外観のことをいうので、
　　　　　　　　建築デザインの面ではとても重要な要素とされている。

＊ ＊ ＊う ん ぜ ん ク リ ッ クう ん ぜ ん ク リ ッ ク観 光 情 報 № 13

●広報うんぜん
平成20年7月20



円円

円 円

円

円

宿泊料
市民割引

スポーツ
合宿等
特別割引

夏限定特別企画

7/1~9/30
（ただし、８/13～16を除く）

○雲仙市民であることを確認するため、
　住所の確認ができる書類等（運転免
　許証など）を提示してください。

7/20~9/30
（ただし、８/13～16を除く）

望洋荘

初夏の雲仙
　イベント特集

問　雲仙観光協会（☎73-3434）

雲仙まわって、お宝ゲット
雲仙お宝クイズラリー

７月19日（土）～８月30日（土）

家族みんなで観光名所を巡り、各所に設けられたポイン
ト全12カ所のうち、５カ所でクイズに正解するとオリジ
ナル賞品がもらえます。さらに、全問正解するとマスタ
ー賞品をプレゼント。抽選で豪華賞品が当るチャンス付。

雲仙の夜は、星に手が届きそう
星空ミニツアー

７月19日（土）～８月30日（土）

雲仙の高原で、夏の星座がひときわ輝く自然のプラネタ
リウムを体感してください。
※８月13～15日は除く。雨天・曇天時は中止

３文以上のお得があるかも？
早朝散歩

７月20日（日）～８月31日（日）

早朝のすがすがしい空気を楽しみながら、白雲の池周辺
を散策します。
※雨天時は中止

今年もクツを脱ぎ捨てて…
はだしで遊ぼう雲仙
８月20日（水）

雲仙ゴルフ場を終日無料開放。工作教室などは、子ども
たちにも大人気。
※雨天時は中止

いらっしゃい！レトロタウン雲仙へ
ルネッサンスＵＮＺＥＮ2008
８月２日（土）～24日（日）

レトロ写真館、古写真館、ハイカラ写真館が特設オープ
ン。フォトコンテストなども行われます。
また、初日の午前10時30分からは、オープニングイベン
トと長崎居留地祭との友好交流イベントも開かれます。
さらに、８月９日、16日、23日には満明寺駐車場におい
て、午後８時30分からルネッサンスライブイベントも行
われます。

う ん ぜ ん ク リ ッ ク
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▼
市
長　

財
政
課
か
ら
「
雲
仙
市
の

し
ご
と
」
と
い
う
財
政
状
況
説
明
書

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
雲
仙
市
が

置
か
れ
た
状
態
、
人
間
で
言
え
ば
健

康
状
態
と
い
う
の
を
、
詳
し
く
説
明

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年
間
の
予

算
の
使
い
道
も
書
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
情

報
の
公
開
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
様
の

意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
雲
仙
市
の
発
展
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
が
今
ど
う
い
う
状
態
に
あ

る
の
か
、
ま
た
、
市
に
対
す
る
要
望

も
そ
の
状
況
で
ど
う
応
え
て
い
く
の

か
、
と
い
う
こ
と
も
き
ち
ん
と
お
知

ら
せ
し
、
何
が
で
き
て
、
何
を
我
慢

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
う

い
う
情
報
を
１
つ
ず
つ
公
開
し
て
い

く
の
が
、
我
々
の
仕
事
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
意
見
や
提
案
に
つ
い
て
回
答
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。

Ｑ　

専
門
職
員
の
採
用
を
重
視
し
成

果
主
義
を
採
用
し
た
ら
ど
う
で
す

か
。

Ａ　

19
・
20
年
度
の
職
員
採
用
は
、

専
門
職
だ
け
を
採
用
し
、
人
事
評

価
に
つ
い
て
は
、
能
力
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
業
績
評
価
に

つ
い
て
も
研
究
し
効
率
化
に
努
め

ま
す
。

▼
市
長　

今
ま
で
は
、
主
に
一
般
職

を
採
用
し
て
い
た
た
め
専
門
職
の
職

員
が
非
常
に
少
な
く
、
業
者
よ
り
も

知
識
が
乏
し
か
っ
た
点
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
業
務
の
外
注
に
よ

り
、
貴
重
な
税
金
が
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
で
は
、
専

門
職
を
採
用
し
、
内
部
で
き
ち
ん
と

事
務
処
理
し
て
い
く
体
制
に
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　

新
規
採
用
は
、
分
野
ご
と
の
人

材
を
採
用
し
て
、
待
遇
改
善
と
年

功
序
列
を
廃
止
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

Ａ　

19
・
20
年
度
に
か
け
て
、
観
光

や
建
築
部
門
に
お
い
て
民
間
経
験

者
を
採
用
し
、
現
在
の
専
門
的
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
年

功
序
列
制
度
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人

事
評
価
に
応
じ
た
待
遇
を
導
入
す

る
よ
う
研
究
し
て
い
ま
す
。

▼
小
田　

今
ま
で
の
職
員
採
用
方
法

で
は
な
く
、
観
光
な
ら
観
光
で
「
私

は
観
光
を
や
り
ま
す
、
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
人
間
を
採
用
し
な
い

と
、
良
く
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。
市
の
職
員
も
、
漫
然
と
定
年
ま

で
い
れ
る
、
と
い
う
考
え
を
改
め
て
、

も
っ
と
身
近
な
こ
と
も
勉
強
し
て
、

少
な
い
人
材
で
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

勤
続
年
数
で
役
職
に
就
く

と
い
う
年
功
序
列
制
度
へ
の
批
判
が

あ
り
ま
す
が
、今
で
は
、実
績
に
よ
っ

て
人
事
評
価
を
行
う
時
代
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

Ｑ　

一
般
市
民
は
、
市
役
所
へ
の
陳

情
や
要
望
の
出
し
方
が
分
か
ら
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
自

治
会
と
総
合
支
所
と
一

体
と
な
っ
て
要
望
な
ど

を
行
っ
た
ら
地
域
も
発

展
す
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

Ａ　

陳
情
や
要
望
の
様
式

は
定
め
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
名
前
・
連
絡
先
・

要
望
な
ど
を
簡
潔
に
記

入
し
提
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
対
応
し
ま
す
。

地
域
と
支
所
と
の
情
報

共
有
は
有
意
義
な
事
で

す
の
で
、
一
体
と
な
っ

た
要
望
な
ど
に
も
対
応

し
ま
す
。

▼
小
田　

旧
町
の
地
域
的

な
問
題
と
か
難
し
い
案
件
は
、
５
〜

６
年
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
、
支
所

単
位
で
自
治
会
長
な
ど
か
ら
意
見
を

集
め
て
改
善
し
た
ら
と
思
う
ん
で
す
。

成
果
を
数
字
で
表
し
て
く
だ
さ
い

Ｑ　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス

（
以
下
「
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」）
は
、

一
定
の
人
し
か
使
っ
て
い
な
い
の

で
、
ど
の
よ
う
に
利
用
を
呼
び
か

け
ま
す
か
。

Ａ　

各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
環
境

カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
収
集
日
や
収
集

物
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
設
置
場
所
が

記
載
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
改
善
し
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
」）
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
山
本　

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
設
置

場
所
の
問
題
の
ほ
か
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
、
分
別
し
た
も
の
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
の
も
分

か
ら
な
ん
で
す
け
ど
。

▼
小
田　

知
り
た
い
事
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
ゴ
ミ
が
、
例
え
ば
、
分
別

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
お
金
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
燃
や

し
て
い
る
の
か
、
市
が
業
者
に
金
を

払
っ
て
処
分
し
て
い
る
の
か
、
そ
う

い
う
事
で
す
。
ゴ
ミ
を
、
こ
の
く
ら

い
減
ら
し
た
ら
、
こ
れ
く
ら
い
金
が

浮
い
て
、
そ
の
浮
い
た
金
を
こ
れ
に

使
い
ま
す
、
と
分
か
れ
ば
市
民
の
意

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
22
回　

移
動
市
長
室

　
「
限
界
自
治　

夕
張
検
証
」
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
夕
張
市
の
財
政
破
綻
の
実
態
が
書
い
て
あ
り
、
そ
の
一
番
の
原
因
は
、
市

が
内
部
情
報
を
発
信
し
、公
開
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
、記
し
て
あ
り
ま
す
。
雲
仙
市
が
目
指
す
、情
報
の
公
開
や
広
報
は
、

皆
さ
ん
に
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
22
日
に
愛
野
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
今
回
は
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
市
民
の
皆
さ
ん
８
人
が
参

加
し
市
長
と
意
見
を
か
わ
し
ま
し
た
。 

（
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
）

市
の
情
報
の
公
開
は
十
分
で
す
か
。

会議風景
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識
も
変
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。
具
体

的
な
方
策
を
出
す
た
め
に
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
事
務
局　

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
分
は
、

収
入
と
し
て
受
け
入
れ
て
、
ゴ
ミ
処

理
の
経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
情
報
が
、
全
然
見
え
な
い
と
い

う
ご
指
摘
で
す
の
で
広
報
紙
で
公
開

し
ま
す
。

▼
市
長　

環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
収

集
場
所
の
表
示
が
な
い
。
こ
れ
が
ま

ず
１
つ
の
欠
点
で
す
の
で
、
改
善
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
次
に
、
今
ま

で
の
リ
サ
イ
ク
ル
収
入
の
使
い
道
や

資
源
物
に
つ
い
て
も
追
跡
調
査
し
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
３
つ
目
に
、
４

月
か
ら
業
務
委
託
し
て
い
る
環
境
監

視
員
が
、
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
業
務

に
熟
練
し
て
い
な
い
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
の
で
、
改
め
て
指
導
改
善
し

ま
す
。

Ｑ　

会
社
に
勤
め
て
い
な
い
40
歳
未

満
の
人
は
健
康
診
断
を
受
け
る
機

会
が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
機
会

や
情
報
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
ま
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が

な
か
っ
た
世
代
に
、
今
年
度
、「
若

年
者
健
診
」
と
し
て
、
新
た
な
健

診
制
度
に
取
り
組
み
ま
す
。
詳
し

く
は
、
７
月
号（
今
月
号
）６
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
の
人
に
と
っ
て
は
、
市
役

所
か
ら
の
情
報
が
重
要
な
情
報
源

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
広
報

紙
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

一
方
通
行
が
、
広
報
の
弱
点

Ｑ　

広
報
う
ん
ぜ
ん
は
、
市
民
が
読

め
ば
、
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

専
門
的
な
記
事
や
市
の
話
題
、
市

政
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
、
今
後
も

市
民
の
目
線
に
た
っ
た
広
報
紙
に

し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

広
報
紙
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

市
役
所
か
ら
の
一
方
的
な
お
知
ら

せ
と
な
り
ま
す
。「
広
報
紙
は
読

ん
で
な
い
」
と
い
う
意
見
も
聞
い

て
い
ま
す
の
で
、
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
紙
面
の
工
夫
に

努
め
ま
す
。　

▼
渡
辺　

広
報
紙
の
音
訳
の
仕
事
を

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
、
全
部
読
み

ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ

て
よ
く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

５
月
号
の
市
長
の
施
政
方
針
は
、
非

常
に
わ
か
り
や
す
く
市
長
の
思
い
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

広
報
紙
を
音
訳
す
る
と
、
表
紙
か
ら

全
部
で
大
体
１
８
０
分
か
ら
、
多
い

と
き
は
２
４
０
分
か
か
る
情
報
量
で

す
。

▼
光
永　

や
っ
ぱ
り
、
作
る
側
は
一

方
的
に
作
る
の
で
、
誰
も
が
「
こ
れ

は
い
い
な
」
と
い
う
記
事
を
作
る
の

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん

な
情
報
を
提
供
す
る
の
が
広
報
紙
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
自
分

の
町
の
話
題
が
載
っ
た
と
き
は
、
口

コ
ミ
で
話
題
が
広
が
る
ん
で
す
。
手

に
取
っ
て
も
ら
う
に
は
、
身
近
な
話

題
が
一
番
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

Ｑ　
「
防
災
マ
ッ
プ
」
が
届
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
市
民

に
浸
透
さ
せ
ま
す
か
。

Ａ　

各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
防
災

マ
ッ
プ
で
す
が
、
非
常
時
用
と
い

う
性
質
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
の

防
災
意
識
の
向
上
が
重
要
で
す
の

で
、
ま
ず
災
害
時
弱
者
と
な
る
児

童
や
高
齢
者
の
人
な
ど
防
災
マ
ッ

プ
の
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
11
月
９
日
、
雲
仙
市
初

の
総
合
防
災
訓
練
を
、
消
防
と
警

察
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
避
難
訓

練
か
ら
非
常
食
の
炊
き
出
し
ま
で
、

市
民
参
加
の
も
と
総
合
的
な
訓
練

を
小
浜
町
で
行
う
予
定
で
す
。

▼
市
長　

と
に
か
く
、
総
合
的
に
、

ど
ん
な
指
揮
行
動
を
と
る
か
、
ど
こ

に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
か
、
ど
こ

と
連
絡
を
取
る
か
、
な
ど
想
定
し
て
、

早
急
に
訓
練
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

広
報
紙
は
た
だ
の
報
告
だ
け
で

な
く
、
問
題
提
起
や
特
集
を
作
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
市
長
が

施
政
方
針
で
述
べ
た
テ
ー
マ
を
基

本
に
、
特
集
を
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
、
５
月

は「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」と「
今

年
度
の
予
算
編
成
」
を
組
ん
で
い

ま
す
。

▼
光
永　

た
ま
に
は
、
市
長
の
雄
叫

び
み
た
い
な
、
特
集
記
事
な
ん
か
を

組
ん
だ
ら
読
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

Ｑ　

広
報
紙
は
、
行
政
と
市
民
と
の

架
け
橋
と
し
て
の
大
き
な
役
割
を

果
た
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
家
族

ぐ
る
み
で
愛
読
で
き
る
よ
う
な
広

報
紙
に
な
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　

多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
、
と
い
う
思
い
で
広
報
紙
を

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

▼
町
田　

各
家
庭
に
き
ち
ん
と
配
布

さ
れ
、
立
派
な
広
報
紙
な
ん
で
す
が
、

読
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
る

老
人
も
い
る
し
、
拡
大
鏡
で
熱
心
に

見
て
い
る
老
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

若
い
人
に
読
ん
で
も
ら
う
に
は

Ｑ　

若
い
人
た
ち
は
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙

を
見
て
い
な
い
と
い
う
人
が
多
い

で
す
け
ど
。

Ａ　

広
報
紙
で
は
、
今
ま
で
、
若
い

人
に
関
係
す
る
情
報
と
し
て
、
資

格
試
験
や
採
用
試
験
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
を
載
せ
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
魅
力
が
不
足
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

広
報
紙
に
若
い
人
た
ち
が
興
味

山本　恵美さん
（瑞穂町）

立石　理恵さん
（瑞穂町）

渡辺　博光さん
（吾妻町）

小田　輝秀さん
（国見町）
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を
持
つ
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
載
せ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

Ａ　

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４

月
と
５
月
に
、
雲
仙
ス
イ
ー
ツ
調

査
隊
が
活
躍
し
ま
し
た
。
今
後
も

マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、
魅
力
あ
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
、
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
立
石　

行
政
用
語
が
難
し
く
感
じ

ま
す
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
し
て
欲

し
い
。
筋
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
読
み

や
す
い
で
す
が
、
ゼ
ロ
か
ら
読
む
感

じ
で
す
の
で
。

▼
市
長　

役
所
言
葉
や
文
章
に
す
る

た
め
の
言
葉
は
、
会
話
と
違
っ
て
、

取
っ
付
き
に
く
い
ん
で
す
ね
。
我
々

も
、
で
き
る
だ
け
、
広
報
紙
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
写
真
を
使
っ
た
り
し
て
少
し
で

も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
言
葉
や
表

現
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▼
大
石　

説
明
会
で
も
同
じ
で
す
が
、

行
政
用
語
は
、
田
舎
言
葉
で
も
い
い

か
ら
、
噛
み
砕
い
て
皆
さ
ん
が
わ
か

る
よ
う
に
説
明
し
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

▼
宮
﨑　

悪
い
け
ど
、
市
内
の
地
域

名
は
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、

ど
こ
か
知
ら
な
い
。
ま
だ
、
市
に
対

し
て
認
識
不
足
と
い
う
か
、
他
所
の

記
事
が
載
っ
て
い
て
も
興
味
が
な
い

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
か
は
見
る
け
ど
、

予
算
と
か
は
あ
ん
ま
り
見
な
い
で
す
。

40
歳
以
下
は
見
る
率
が
低
い
と
思
い

ま
す
ね
。

▼
市
長　

ま
だ
、
若
い
方
は
、
行
政

に
そ
う
関
心
が
な
く
て
も
、
大
丈
夫

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
雲
仙
市
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
も
う
旧
町
に
は
戻

れ
ま
せ
ん
。
も
し
合
併
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
完
全
に
、
あ
と
何
年
後
か

に
は
財
政
再
建
団
体
に
陥
る
か
、
そ

の
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
１
つ

の
市
に
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
市

の
一
体
感
と
し
て
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

雲
仙
市
の
広
報
と
広
聴
は

▼
事
務
局　
「
広
報
」
と
「
広
聴
」

の
目
的
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
情

報
を
お
互
い
共
有
し
て
相
互
理
解
す

る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
考

え
、
行
政
情
報
を
広
く
提
供
し
、
皆

様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
民
参
加

と
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
」
は
、
広
報
紙
発
行
・
Ｈ

Ｐ
開
設
・
情
報
公
開
制
度
・
市
民
意

見
募
集
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）・
ほ
っ
と
＠
う
ん
ぜ
ん
（
携
帯

電
話
で
の
メ
ー
ル
送
信
サ
ー
ビ
ス
）、

行
政
無
線
な
ど
を
使
っ
て
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
山
本　

初
め
て
Ｈ
Ｐ
の
「
市
長
の

日
記
」
を
読
ん
で
み
た
ん
で
す
が
、

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
ん
な
、
身

近
に
感
じ
る
も
の
は
見
る
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

▼
事
務
局　

今
度
、
広
報
紙
に
も
、

市
長
の
日
記
の
抜
粋
の
よ
う
な
事
も

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

雲
仙
市
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
い

た
だ
く
と
、
も
う
少
し
充
実
さ
せ
て

い
く
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
結
構
、

情
報
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
ろ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

▼
事
務
局　
「
広
聴
」（
意
見
を
聴
く

こ
と
）
は
、
Ｈ
Ｐ
で
は
「
市
長
へ
の

メ
ー
ル
」
や
「
市
政
へ
の
提
言
」
で

意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

今
年
度
の
新
規
事
業
の
「
市
民
満
足

度
調
査
」、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
意
見
募
集
や
自
治
会
長
会
議

を
設
け
、
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
参
加
機
会
の
充
実
と

し
て
、
移
動
市
長
室
の
開
催
や
各
種

委
員
会
・
審
議
会
の
中
で
、
市
民
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。「
出
前
講
座
」
も
今
年
度
の
新

規
事
業
で
、
財
政
課
や
環
境
政
策
課

が
、
出
向
い
て
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

相
談
体
制
と
し
て
、
市
民
相
談
・

消
費
者
相
談
・
行
政
相
談
の
窓
口
を

設
け
、
要
望
、
陳
情
、
提
言
な
ど
は
、

郵
便
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

伺
っ
て
い
ま
す
。

▼
町
田　
「
出
前
講
座
」
は
、
出
前

の
対
象
者
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
と
。
こ
う
い
う
講
座
で
、
財
政
や

環
境
政
策
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
定

期
的
に
開
催
日
を
定
め
て
や
る
と
、

そ
れ
が
広
い
広
報
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

自
治
会
や
婦
人
会
、
市

民
団
体
、
学
校
な
ど
か
ら
の
要
望
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
情
報
公
開
を

▼
小
田　

小
さ
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
、

市
職
員
も
努
力
し
て
も
ら
わ
な
い
と
。

も
し
夕
張
み
た
い
に
な
っ
て
も
、
家

や
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ

か
ら
逃
げ
出
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

行
政
が
事
業
を
す
る
こ
と
は
い
い

で
す
。
し
か
し
事
業
を
打
ち
出
す
前

に
、
財
源
を
ど
う
す
る
か
考
え
て
欲

し
い
。
健
全
な
将
来
計
画
を
建
て
た

上
で
、
大
丈
夫
で
す
と
。

　

だ
か
ら
、
財
政
状
況
を
ガ
ラ
ス
張

り
に
情
報
公
開
し
て
、
市
民
に
も
っ

と
現
実
を
訴
え
て
い
か
な
い
と
。
今

年
も
税
金
が
上
が
っ
た
、
ま
た
上

が
っ
た
、
と
、
皆
さ
ん
そ
う
言
わ
れ

る
ば
っ
か
り
で
す
よ
。
自
分
の
財
布

か
ら
金
を
出
す
気
持
ち
で
、
職
員
の

意
識
を
改
革
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
長　

予
算
を
子
育
て
に
使
う
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

老
人
福
祉
対
策
も
し
な
い
と
い
け
な

い
し
、
今
ま
で
続
い
て
き
た
道
路
工

事
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
合
併

協
議
の
中
で
、
決
ま
っ
た
事
も
廃
止

し
て
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
も

難
し
い
状
況
で
す
。
だ
か
ら
、
皆
様

に
、
市
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
に
か
く
、

色
ん
な
部
分
で
限
ら
れ
た
予
算
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
自
由
に

町田　哲也さん
（千々石町）

宮崎　孝夫さん
（愛野町）

光永　秀子さん
（千々石町）

大石　スギヨさん
（愛野町）
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使
え
る
金
と
い
う
の
は
非
常
に
少
な

い
状
況
で
す
。

▼
小
田　

老
人
福
祉
も
大
事
だ
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
が
産
め
て
、
お

母
さ
ん
は
ど
う
し
た
ら
安
心
し
て
働

き
に
い
け
る
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
。
将
来
が
あ
る

世
代
の
手
当
て
も
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
。

▼
市
長　

ほ
か
に
は
、
愛
野
地
域
は

学
校
の
教
室
が
足
り
な
い
け
ど
、
よ

そ
の
学
校
は
存
続
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、

今
後
ど
う
す
る
か
、
か
な
り
の
負
担

に
も
な
っ
て
き
ま
す
し
、
皆
さ
ん
方

と
相
談
し
て
決
め
て
い
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

▼
小
田　

下
水
道
は
、
設
置
し
た
下

水
管
を
20
〜
30
年
後
、
取
替
工
事
が

必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
そ
の
工

事
費
は
、
市
の
財
政
に
と
ん
で
も
な

い
負
担
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
な
る
べ
く
合

併
浄
化
槽
を
設
置
し
て
も
ら
い
、
そ

の
設
置
補
助
金
を
、
20
年
間
分
と
か

期
限
を
区
切
っ
て
出
し
た
ら
ど
う
か
。

７
人
槽
で
40
万
円
と
い
う
補
助
金
は
、

年
数
割
に
し
た
ら
安
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
は
、
１
部
い
く
ら
で
す
か

▼
宮
崎　

市
報
を
配
る
の
に
、
１
軒

あ
た
り
、
１
カ
月
と
か
人
件
費
と
か

そ
う
い
う
の
も
含
め
て
、
１
年
間
で

は
ど
の
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
か
。

▼
事
務
局　

人
件
費
を
除
い
た
広
報

紙
１
部
の
印
刷
費
は
、
36
ペ
ー
ジ
で

約
25
円
、
年
間
で
約
５
０
０
万
円
で

す
。
人
件
費
を
含
め
た
金
額
は
、
現

在
、
調
査
中
で
す
の
で
、
事
務
終
了

後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
宮
崎　

25
円
と
安
い
だ
ろ
う
け
ど
、

広
報
紙
を
作
っ
て
、
読
む
率
が
低
い

と
意
味
が
な
い
ん
で
す
よ
。
経
費
が

高
く
て
も
読
む
率
が
高
い
の
を
作
っ

た
ほ
う
が
ま
し
で
す
。
読
む
率
が
低

い
の
だ
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
改
善
を
す
る
と
か
。

昔
の
町
報
と
か
は
結
構
読
ん
で
い
た
。

市
報
に
な
っ
て
見
方
が
慣
れ
て
な
い

か
ら
か
、
分
か
ら
な
い
け
ど
、
読
む

率
が
落
ち
て
い
る
。

▼
事
務
局　

広
報
紙
の
基
本
的
な
作

り
方
は
、
町
の
時
代
の
広
報
紙
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

た
だ
同
じ
市
内
行
事
で
す
の
で
、
一

体
感
と
い
う
こ
と
で
作
っ
て
い
ま
す
。

▼
宮
﨑　

よ
そ
の
記
事
が
、
全
部
一

緒
に
載
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

ペ
ラ
ペ
ラ
と
見
て
し
ま
う
。
市
レ
ベ

ル
の
広
報
と
し
て
作
っ
て
い
く
の
が

ベ
ス
ト
で
は
あ
る
け
ど
、
７
町
に
分

け
る
感
じ
で
、
ペ
ー
ジ
を
作
れ
ば
い

い
。
１
つ
の
案
と
し
て
。

▼
光
永　

広
報
紙
は
、
ザ
ラ
紙
で
も

い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
、
カ
ラ
ー

紙
じ
ゃ
な
く
て
も
。
お
金
は
25
円
と

い
い
ま
す
が
、
さ
れ
ど
25
円
な
の
で
。

た
だ
、
再
生
紙
を
使
っ
て
あ
る
と
い

う
こ
と
で
安
心
し
ま
し
た
。

も
う
１
つ
何
か
進
ん
だ
、
雲
仙
市
へ

Ｑ　

ゴ
ミ
問
題
や
地
球
温
暖
化
、
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
、
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
も
雲
仙
市

の
名
前
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
雲
仙
市
の
計
画
書
を

作
成
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て

実
践
し
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
光
永　

大
人
に
な
っ
て
「
分
別
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
な
か
な

か
変
わ
り
に
く
い
ん
で
す
ね
。
ス
イ

ス
の
よ
う
に
子
ど
も
の
と
き
か
ら
環

境
問
題
に
対
す
る
指
導
や
教
育
が
必

要
だ
と
思
う
の
で
、
そ
ん
な
事
を
実

践
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
小
田　

案
で
す
が
、
国
見
の
遊
学

の
館
の
よ
う
な
所
で
、
整
体
師
や
保

健
師
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
、

温
泉
に
入
り
な
が
ら
、
今
あ
る
設
備

を
使
っ
て
何
と
か
医
療
費
を
減
ら
す

改
善
が
で
き
な
い
の
か
な
と
。
で
き

る
な
ら
、
ど
こ
か
１
か
所
で
も
い
い

か
ら
、
１
カ
月
で
も
３
カ
月
で
も
い

い
か
ら
試
し
て
み
た
ら
と
思
う
ん
で

す
よ
。

も
っ
と
、
市
政
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ら

▼
小
田　

広
報
の
媒
体
と
し
て
、
も

う
少
し
ひ
ま
わ
り
テ
レ
ビ
で
も
、
利

用
し
て
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
ら
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。

▼
市
長　

一
番
良
い
雲
仙
市
の
Ｐ
Ｒ

の
方
法
は
、
予
算
が
か
か
ら
な
い
、

テ
レ
ビ
局
や
新
聞
に
取
材
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
事
業
報
告
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
ひ
ま
わ
り
テ
レ
ビ
も
含
め

て
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
タ
ダ
で
で
き
る

宣
伝
と
な
り
ま
す
か
ら
、
努
力
し
て

や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
職
員
に
言
っ

て
い
ま
す
。

出
来
る
こ
と
も
、

出
来
な
い
こ
と
も
報
告
し
ま
す

▼
市
長　

今
か
ら
先
は
、
住
民
と
身

近
に
接
し
て
い
る
基
礎
自
治
体
の
職

員
で
あ
る
我
々
が
考
え
方
を
変
え
な

い
と
い
け
な
い
。「
予
算
が
な
い
で

す
か
ら
」
と
い
う
発
想
自
体
を
変
え

な
い
と
い
け
な
い
。
市
民
の
方
々
が
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
ど
う
対
処
し
て
い
く

か
。
す
ぐ
、
全
て
に
予
算
を
付
け
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
「
ど
う
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
を
、
情
報
と
し
て
把
握
し
合
う
。

そ
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
う

い
う
自
覚
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
雲
仙
市
の
た
め
に
補
助

金
を
持
っ
て
こ
れ
る
か
と
い
う
市
町

間
の
競
争
時
代
に
も
な
り
ま
す
。

　

頂
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
て
い
き
ま
す
。

で
き
な
い
こ
と
も
報
告
し
、
全
て
言

い
っ
放
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
つ
も

り
で
す
。
雲
仙
市
を
選
択
し
ま
し
た

の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
も
し
、

財
政
再
建
団
体
に
な
っ
た
り
す
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
財
産
自
体

も
価
値
が
下
落
し
ま
す
。
我
々
も
身

を
正
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
市
政
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

（
本
文
中
敬
称
略
）

奥村市長
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６月７日～８日にかけて、市内各地で熱戦が繰り広げられました

【男子】
優勝 千々石中
２位 吾妻中

【女子】
対戦なし 吾妻中

【男子・個人】
各クラス優勝者
55㎏級 吉田光輝（千々石中）
60㎏級 奥田賢志（千々石中）
66㎏級 藤田道大（吾妻中）
73㎏級 吉田将人（小浜中）
81㎏級 坂本賢成（国見中）
対戦なし
90㎏超級 森川　慎（千々石中）

【女子・個人】
各クラス優勝者
48㎏級 北村琴子（瑞穂中）
52㎏級 永田　央（吾妻中）
対戦なし
44㎏級 山本乙羽（小浜中）
57㎏級 馬場　紋（吾妻中）

【男子】
優勝 南串中
２位 国見中

【女子】
優勝 国見中
２位 小浜中

【男子】
優勝 国見中
２位 吾妻中

【女子】
優勝 国見中
２位 千々石中

【男子・個人】
優勝 植木・幸田（吾妻中）
２位 吉川・吉田（国見中）

【女子・個人】
優勝 西田・野田（国見中）
２位 高橋・伴（吾妻中）

優勝 小浜中
２位 愛野中

【男子】
優勝 国見中
２位 小浜中

【女子】
優勝 吾妻中
２位 小浜中

【男子・個人】
優勝 本田拓真（国見中）
２位 藤本一騎（小浜中）

【女子・個人】
優勝 山本杏里（国見中）
２位 井上裕子（小浜中）

優勝 国見中
２位 千々石中

【男子】
優勝 小浜中
２位 吾妻中

【女子】
優勝 吾妻中
２位 国見中

【男子】
優勝 小浜中
２位 愛野中

【女子】
優勝 小浜中
２位 吾妻中

【男子・個人】
優勝 荒木　航（小浜中）
２位 中村智也（小浜中）

【女子・個人】
優勝 津田茉由（小浜中）
２位 原田真衣（小浜中）

バレーボール

ソフトテニス

サッカー

柔道 軟式野球 バスケットボール

卓球

剣道
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体力年齢測定会
自分の体力年齢を確かめてみませんか？
【日時】　７月17日（木） ○午前の部　午前10時～正午
 ○午後の部　午後８時~10時
【場所】　　吾妻体育館　アリーナ
【対象】　　20歳～79歳までの成人男女
【費用】　　無料
【内容】　　握力・反復横とび・上体起こし・シャトルランなど
【持ってくる物】　上履き・タオル・水筒（水分補給用）
【申込先】　　吾妻体育館　☎３８－３１００
【申込期限】　７月13日（日）

※万一事故が発生した場合は、レクレーション
　保険および応急処置で対応します。
問
スポーツ振興課
☎３７－３１１３

がんばらんば体操
 ＤＶＤ貸し出しを始めます
　長崎県民の健康と体力の向上、また平成26年に行われる長崎国体
への機運を高めるための長崎県民体操「がんばらんば体操」が完成しました。
　この体操は、本県出身の歌手さだまさしさんが、長崎弁で歌ってヒットした
「がんばらんば」の曲に乗せてつくられ、楽しく気軽にできます。
　市では、市民のみなさんへの普及を図るために、貸出用の「がんばらんば体操ＤＶＤ」を
準備しました。ぜひご利用ください。 
　【貸出場所】
　○　国見総合支所　 ☎７８－２１１１
　○　瑞穂総合支所 ☎７７－２１１１
　○　教育委員会吾妻駐在 ☎３８－３１０８ 
　○　愛野総合支所 ☎３６－２１１１
　○　スポーツ振興課（千々石庁舎） ☎３７－３１１３
　○　小浜総合支所 ☎７４－２１１１
　○　南串山総合支所 ☎８８－３１１４
　○　健康づくり課 ☎３８－３１１１
　○　福祉事務所福祉課 ☎３６－２５００

問 スポーツ振興課　☎３７－３１１３

体力アップ！
運動教室

「運動って必要だと思うけど、何をどう始めていいのか･･･」
「体を動かすのって、あんまり得意じゃないんだけど･･･」
大丈夫！そんなあなたのための運動教室なのですから。
【対象】　70歳未満の人
【時間】　午後１時30分～３時30分
【内容】　○体力アップに効果的なウォーキング
　　　　　○太りにくい体質をつくるサーキットトレーニング

【会場】　○瑞穂公民館　８月27日（水）開講
　　　　　○小浜町南本町公民館　９月５日（金）開講
【日程】　基本的には月２回のペースで開催しますが、詳しい
　　　　　日程は申込者に別途お知らせします。（全12回）
【受講料】　　無料
【申込期限】　７月23日（水）
【申込および連絡先】
　　　　　健康づくり課　　☎３８－３１１１

サーキットトレーニングとは？
「筋力トレーニング」と「有酸素運動」を交互に
繰り返すもので、短時間で脂肪燃焼や代謝アップ
の効果が期待できる運動のこと。
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まちの話題
じゃがいもの季節が今年もやってきました

100回目のハッピーバースディ♪
　５月１日に100歳を迎えられた前田ハルノさん（国
見町）に、市からのお祝いが金子副市長から手渡され
ました。
　畑仕事が大好きで、子どもや孫たちに手づくりの野
菜を配ることを楽しみとしています。家族の笑顔を楽
しみに畑仕事で体を動かすことが長生きの秘訣なのか
もしれませんね。
　子、孫、ひ孫、やしゃ孫まで一族95人いるそうです。
これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしくださ
い。

「小浜を満喫、じゃがづくし!!」
　好評となった「おばまじゃがいも掘り体
験ツアー」に５月18日、県内外から20組約
80人が参加しました。
　当日は、五月晴れの中、小浜町山畑の畑
で行われ、昼食は、地元女性陣が腕をふる
ったじゃがいも料理のオンパレードの食べ
放題。
　じゃが掘りの後は、今回の特典となった
小浜チャンポンや小浜温泉入浴の無料券な
どで、１日中、小浜を満喫できました。

「雨の中のじゃが掘り体験」
　６月２日あいにくの雨の中、愛野小学校
６年生が愛の農友会、農協青年部愛野支部
のメンバーと一緒にじゃが掘り体験をしま
した。
　その後、じゃがいも４種（フゲンマル、
ニシユタカ、デジマ、アイユタカ）を農協
女性部愛野支部の皆さんにふかしてもらい、
味比べをしました。
　アツアツのじゃがいもを口いっぱいにほ
おばりながら、おいしくいただきました。
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これぞ本物の大・根・足
　小浜町山畑の「グループホームかをり」で、５
月末に人間そっくりの大根が収穫されました。
　まるで、妖艶な姿で腰掛けているかのように見
えるこの大根は、デイルームに鎮座し、入居者の
人気者となりました。
　こんな美しい大根足なら大歓迎？！

地域の消防活動に新たな仲間
　島原消防署管内新入団員教育訓練が４月13日、
島原市立第二小学校で行われました。
　国見町、瑞穂町２支団の新入団員28人は、礼式
訓練やホース延長訓練など消防団員として基本的
な技術の習得に取り組みました。
　この訓練で習得した技術を今後の消防活動に生
かし、地域防災の一員として活躍します。

車イスを寄贈しました
　吾妻町の任意団体「ボランティアあすなろ」
（平井満代表、会員29人）が５月29日、吾妻町の
河内自治会、牛口東両自治会に車イスを１台ずつ
寄贈しました。
　この車イスは、会員の前田栄一さんを中心とし
たアルミ空き缶回収事業で購入したもので、これ
までにも吾妻町内の小中学校や自治会に計７台を
寄贈しています。

すっかり草が無っしングゥ～
　市管工事協会（吉田正英会長）の皆さんが、水
道週間（６月１日～７日）を前に瑞穂町内の水道
施設の清掃作業を行いました。
　暑い中での作業となりましたが、参加した25人
のおかげですっかり除草されたきれいな施設とな
りました。
　次回は国見町内の施設清掃を予定しているそう
です。
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障害福祉サービスを利用している皆さまへ
　障害福祉サービスの利用者負担上限月額は、年に1回、前年の所得状況に基づき見直しを行っています。
　また、平成20年７月から国の緊急措置に伴い、次のような利用者負担の見直しが行われます。

①軽減措置該当者の月額負担上限額を引き下げました。

②18歳以上の人の月額負担上限額を算定するときの世帯範囲について「障害のある人が属する
住民票上の世帯全員」から「障害のある人とその配偶者」に変更します。

このことにより、次のように変わります。

世帯の範囲 障害のある人とその配偶者 今回の見直しでは据え置きです

区　分 世帯の収入状況 月額負担上限額 軽減措置該当者
月額負担上限額

一  般 市民税課税世帯 37‚200円 9‚300円

低所得Ⅱ 市民税非課税世帯 「低所得Ⅰ」 以外 24‚600円 
3‚000円

通所 利用 場合 
1‚500円

低所得Ⅰ 市民税非課税世帯 、 利用
本人 年収 80万円以下 15‚000円 1‚500円 

生活保護 生活保護受給世帯 0円 0円 
問 福祉課障害福祉班 ☎36-2500

選挙人名簿抄本（在外選挙人名簿抄本）閲覧状況
　平成19年4月1日から平成20年3月31日までの期間における選挙人名簿抄本閲覧の状況について、
公職選挙法第28条の4第7項及び公職選挙法施行規則第3条の4の規定に基づき、次のとおり公表します。
　平成20年6月2日
 雲仙市選挙管理委員会委員長　　　前　田　　恒　髙　　

閲 覧
年月日

申出者氏名
(名称、代表者)

事務所 所在地
(法人 場合)

閲覧
区分 利用目的 概要 委託者 閲覧対象者 範囲

1 平成19年5月17日
NHK長崎放送局
局長 鯨岡弁司

長崎市西坂町
1番1号 3

第21回参議院選挙 関
意識調査 行
、面接 調査相手
抽出

第17投票区、第36投票区、
第37投票区、3 投票区
有権者 30人

2 平成19年5月30日
株式会社
日本
代表取締役 鈴木稲博

東京都中央区日
本橋本町2-7-1 3

学術研究「日本人 社
会 政治 関 調査」
調査対象者抽出

早稲田大学
政治経済学部
学部長
飯島昇藏

吾妻町木場名•平江名•
古城名•田之平名
26人

3 平成19年6月 8日
毎日新聞世論調査室
室長 福井明

東京都千代田区
一 橋1-1-1 3 参議選 関 世論調

査 行
第5投票区、第23投票区
各25人(計50人)

4 平成19年9月14日
共同通信社
代表取締役社長
石川聰

東京都港区東新
橋1-7-1 3

日本世論調査会面接世
論調査 対象者抽出

第2投票区、第20投票区、
第21投票区、3 投票区
有権者 36人

5
 
平成20年
2月7日

読売新聞東京本社
編集局世論調査部
部長 玉井忠幸

東京都千代田区
大手町1-7-1 3

全国 有権者 対象
実施 世論調査 調
査対象者 抽出

第2投票区、第20投票区、
2 投票区 有権者
85人

 ※閲覧区分   1：登録確認  2：政治活動  3：調査活動 
 問 雲仙市選挙管理委員会  ☎38-3111
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◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「じゃがいものだご汁」力

材料（４人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会南串山支部

じゃがいも……………中2個
　　　　　　　（200g程度）
片栗粉………………… 適量
にんじん………………1/2本
たまねぎ………………1/2玉
小ねぎ……………………4本
だし汁（煮干）……3カップ
うすくち醤油
　　 　　……大さじ1と2/3
塩……………………… 少々

〈１人分の栄養価〉エネルギー：61kcal
　　　　　　　　　たんぱく質：1.7g
　　　　　　　　　塩　　　分：2.2g

じゃがいもをすって、搾る。このとき、搾り
汁もとっておく。
①でとっておいた絞り汁の上澄みを捨て、下
に残ったでんぷんにすったじゃがいもを加え
る。これを片栗粉で調整しながら混ぜ合わせ、
団子を作る。
だし汁を火にかけ、いちょう切りにしたにん
じん、薄切りにしたたまねぎを入れ、うすく
ち醤油と塩で味付けする。
③が煮立ったら②の団子を入れ、浮いてきた
ら火を止める。
最後に、小口に切った小ねぎを散らして出来
上がり。

①

②

③

④

⑤

小児救急電話相談
相談時間　毎日 午後７時～翌朝８時長崎県

病院に連れて行ったほうばいいのかしら…？
誰に相談したら…。そんなときは

＃ ８
０９５－８２２－３３０８

０ ０ ０
ダイヤル回線、ＩＰ電話、一部の地域（松浦市鷹島町、福島町）からは

○相談内容…小児の救急医療（病気、ケガ、応急処置など）に関すること
○対象者…長崎県内に住む15歳未満の子どもおよびその保護者など
○相談対象者…看護師、保健師または必要に応じて小児科医が対応

　核家族化による身近な相談相手の不在や
家庭・地域の子育て機能の低下、女性の社
会進出などの社会環境の変化に伴い、夜間
における小児患者の受診が増加しています。
しかし中には、軽症な患者で、自宅での療
養や翌日昼間にかかりつけ医に診てもらう
ことで対応可能なケースも多くあります。
　そこで長崎県では、平成20年６月１日か
ら夜間（午後７時～翌朝８時）の子どもの
急な病気やケガなどに関する電話相談セン
ターを開設します。長崎県内のどこからで
も、短縮電話番号「＃８０００」をプッシ
ュすると（ダイヤル回線、ＩＰ電話、一部
地域を除く）、電話相談センターの窓口に
転送され、経験豊富な看護師（または必要
に応じて小児科医）から症状に応じた対処
方法や医療機関受診の必要性について、適
切なアドバイスを受けることができます。

電話相談は、病気の診断・治療を行うものではなく、保護者の
皆さんが戸惑うときや医療機関を受診すべきかどうか判断に困
ったときなどに、電話という限られた情報に基づき、応急処置
の方法や医療機関受診の要否などについての「助言」を行うも
のです。最終的な判断は、お子さんに最も近いところにいる保
護者自身が行っていただきます。

※

問 長崎県医療政策課　☎095-895-2461

●広報うんぜん
平成20年7月32



健 康 が い ち7月 ば ん ！
乳幼児予防接種
事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後３カ月～６カ月未満
１6日（水） １３：３０～１３：５０ 千々石保健センター

31日（木） １３：３０～１３：５０ 国見農村環境改善センター

☆生後３カ月を過ぎたら、BCGから接種しましょう。     

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

小浜・南串山
(午前)1歳未満(H19年7月~H20年2月生)

 1日（火）
9：30～10：30

南串山保健福祉センター
(午後)H20年3月生 13：30～13：45

国 見
(午前)1歳未満(H19年7月~H20年2月生)

 3日（木）
9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後)H20年3月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾妻
(午前)1歳未満(H19年7月~H20年2月生)

 8日（火）
9：30～10：30

瑞穂町公民館
(午後)H20年3月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前)1歳未満(H19年7月~H20年2月生)

10日（木）
9：30～10：30

千々石保健センター
(午後)H20年3月生 13：30～13：45

２歳児親子
歯科健康診査 国 見 H17年11月~H18年1月生 23日（水） 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

３歳児
健康診査

国 見 H16年10月~11月生 11日（金） 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

瑞 穂・吾妻 H16年11月~12月生 15日（火） 13：00～13：15 吾妻保健センター

愛野・千々石 H16年10月~11月生 24日（木） 13：00～13：15 愛野保健福祉センター

小 浜 H16年10月~12月生
29日（火） 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

南 串 山 H16年11月~12月生

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。     
☆赤ちゃん健康相談（午後）、２歳児親子歯科健康診査、３歳児健康審査の対象者には健康づくり課から通知します。

献血

愛の献血をお願いします！
　あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
　あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

日付 時　　間 場　　所

４日（金）   9：00～11：00 宅島建設㈱（小浜町）

14日（月）
  9：00～11：00

愛野保健福祉センター
12：00～16：00

30日（水）
  9：30～11：30 千々石総合支所

13：00～16：00 JA島原雲仙千々石支店

☆場所・時間等が変更になる場合もあります。
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クロスコネクションの一例
蛇口

住宅内

バルブ バルブ

市水道

止水栓

メーター

井戸水など

金婚夫婦表彰者募集

福祉課

雲仙市金婚夫婦表彰者、長崎新聞金婚
夫婦表彰者を募集します
　今年、結婚50年目を迎える金婚夫
婦を祝福し、さらに仲むつまじく、健
やかにという願いを込めて表彰を行い
ます。
　応募いただいたご夫婦には、９月中
に表彰状と記念品を贈呈します。
対象夫婦　昭和33年１月１日～ 12
月31日までに結婚したご夫婦
応募期限　７月31日（木）まで
応募方法　福祉事務所福祉課高齢者福
祉班、福祉課吾妻駐在、または各総合
支所市民生活課に備え付けの「雲仙市
金婚夫婦表彰申込書」および「長崎新
聞金婚夫婦表彰申込はがき」に必要事
項を記入の上、福祉課高齢者福祉班、
福祉課吾妻駐在または各総合支所市民
生活課へ提出してください。
問　福祉事務所福祉課　高齢者福祉班
 （☎36-2500）

水道の配管は大丈夫ですか？

水道課

市水道とそれ以外の水道（井戸など）
の両方を使用している人へ
　最近、市水道とその他の水道（井戸
水など）との配管を接続（クロスコネ
クション）しているところが見られま
す。この接続は法律で禁止されていま
す。
　クロスコネクションによって井戸水
などが市水道へ逆流し、水質が汚染さ
れる可能性が非常に高くなりますの
で、現在クロスコネクションになって
いる家庭や事業所は至急改善するよう
お願いします。
　また、改善されない場合は、改善が
確認されるまでの期間、給水停止の処
置をとりますのでご注意ください。

問　水道課（☎38-3111）または各
総合支所産業建設課

市教職員住宅入居者募集

教育委員会総務課

募集住宅

住宅名 多比良
教職員住宅

鬼池
教職員住宅

号　室 ６ Ｃ２
所　在 国見町多比良丙1172 南串山町甲1273
建　設 昭和53年度 昭和60年度
構　造 鉄筋コンクリート造 ブロックコンクリート造

間　取
1階 和室6帖
2階 和室6帖
 洋室6帖

和室6帖×３

駐車場 有 有
使用料 （単位：円）　

政令月収 多比良
教職員住宅

鬼池
教職員住宅

～123000 23,200 9,800
～ 153,000 28,200 11,900
～ 178,000 33,400 14,100
～ 200,000 38,500 16,200
※敷金は家賃の３カ月分です。
入居条件　
①現に同居している親族または同居し
ようとする親族（婚姻の届出をしな
いが事実上婚姻関係と同様の事情に
ある人や婚約者を含む）がいること
②住宅法に基づいて算出した政令月収
が一般世帯は20万円以下、60歳
以上・障害がある・小学校就学の始
期に達していない同居者がいる人な
どは26万８千円以下であること（た
だし、60歳以上の人で同居者がい
る場合、同居者すべての人が60歳
以上または18歳未満であること）
③市税を滞納していない人であること
※60歳以上または身体障害者４級以
上の人で、②・③を満たす場合は単
身入居が可能です。
申込期限　７月16日（水）まで
申込方法　教育委員会または各駐在に
募集要項を備え付けていますので、よ
く読み、必要な書類を教育委員会また
は各駐在に提出してください。（所得
証明書や保険証の写しなど提出する書
類が多くありますので、早めの準備を
お願いします。）

※申込数が募集戸数を越えた場合に
は、抽選で入居者を決定します。
※抽選会や部屋の公開日など、詳しく
はお問合せください。
問　教育委員会総務課　総務班
 （☎37-3113）

子育てサポートセンターからのお知らせ

福祉課

◎子育てお宝品を紹介してください
　家庭で使わなくなった「子育て用品」
を募集しています。
　子どもが小さいうちは、ちょっとの
間しか使わない「モノ」がありません
か。そんな家庭で行き場を失くした
「お宝」を、必要としている人に譲っ
てもらえませんか。
　子育てサポートセンターでは、その
仲介役を行う準備を進めています。心
当たりのある人は、センターまでご連
絡ください。
◎子育てサロン「ひだまり」
　５歳までの乳幼児とその保護者や妊
婦さんなどが自由に集えて遊ぶことが
できる“憩いの場所”を開設します。
　センターのアドバイザーが駐在し、
子育てに関する簡単なアドバイスや相
談も行います。気軽にお越しください。
【７月の開設予定】
日時　15日（火）、29日（火）
　　　午前10時～午後３時
場所　愛野保健福祉センター　２階
問　子育てサポートセンター
 （☎36-3306）

あなたの住まいを安全に

建築課

昭和56年５月31日以前に着工され
た戸建て木造住宅の耐震診断、改修の
支援を行っています。
　この事業は、地震発生のとき木造住
宅の倒壊などによる被害を最小限に抑
えるため、耐震診断や耐震改修を行う
住宅の所有者に、県や市が連携して補
助金を交付し支援します。
耐震診断…県木造住宅耐震診断士に
よる診断。耐震診断に要する経費
45‚000円に対し、30‚000円を補助
します。
耐震改修…上記耐震診断により、耐
震基準に適合しないと判断された住宅
の改修。工事費の２分の１（上限
60万円）を補助します。
対象住宅　申請者本人が所有し居住す
る、昭和56年５月31日以前に着工
された３階建て以下の木造住宅。
問　建築課　建築指導班
 （☎38-3111）
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市からのお知らせINFORMATION
吾妻体育館トレーニング室指導員募集

スポーツ振興課

雇用期間 ８月１日～平成21年３月31日
勤務日　原則火曜日～日曜日
 （年始年末を除く）
勤務時間　
 午前10時～午後10時までのうち４時間
（週24時間の交代制による勤務）
応募資格　
・平成20年１月１日現在で満20歳
以上55歳未満の人
・市内に住所を有する人または居住を
予定している人
募集人員　１人
業務内容　
・トレーニング室利用者の受付
・トレーニング器具の取り扱い説明
・トレーニングの指導
・パソコンを使った簡単な文書作成や
統計処理 など
賃金　時給700円（通勤手当なし）
社会保険等　なし
採用方法　面接
選考日　７月26日（土）
選考場所　教育委員会（千々石庁舎）
申込期限
　７月23日（水）　午後５時必着
申込方法　市販の履歴書に写真を貼付
し、自筆で記入の上、スポーツ振興課
へ提出してください。
問　〒854-0492
　　雲仙市千々石町戊582
　　教育委員会スポーツ振興課
　　スポーツ振興班 （☎37-3113）

統計調査員募集

情報統計課

◎住宅・土地統計調査の統計調査員を
募集します。
調査概要　平成20年10月１日現在
で、全国一斉に実施する調査です。こ
の調査は５年周期で行われている調査
で、住宅・土地関係諸施策の基本資料
をはじめ、各種行政計画の基礎資料を
得ることを目的としています。
業務内容
・調査員説明会への出席
・調査対象地域の確認と世帯へのパン
フレット配布
・調査票の配布と取集
・調査書類の検査と提出
従事期間　９月上旬～10月中旬
応募資格　
・平成20年９月１日現在で20歳以
上の市内在住の人
・責任を持って調査事務ができる人
・調査上の秘密を守れる人
・警察官、税務関係者でない人
・選挙に直接関係ない人
募集人数　60人程度
調査報酬　約４万円～約５万円
申込期限　７月22日（火）
申込方法　情報統計課または各総合支
所市民生活課に備え付けの「調査員申
込書」に記入の上、情報統計課まで持参
してください。簡単な面接を行います。
※調査員申込書は市ホームページから
もダウンロードできます。
問　情報統計課　統計班
 　（☎38-3111）

移動図書嘱託職員募集

生涯学習課

雇用期間 ８月１日～平成21年３月31日
勤務日　月曜日～金曜日
 （祝日、年始年末を除く）
勤務時間　午前８時30分～午後５時
15分（１日８時間）
応募資格　
・平成20年４月１日現在で満18歳
以上65歳未満の人
・市内に住所を有する人
・通勤可能で普通自動車免許を有する
人で、移動図書館車（バンロングタ
イプマニュアル車）が運転可能な人
・本に興味関心がある人
募集人員　１人
業務内容　移動図書館車の運転（千々
石～南串山間）および本の貸出、返
却、整理業務など
勤務場所　小浜支所または小浜町文化館
報酬　月額124‚300円（通勤手当有）
※勤務実績による割増有
社会保険等　
健康保険、厚生年金、雇用保険
採用方法　面接、作文
選考日・場所　応募者に別途通知
申込期限　７月10日(木) ※郵送時必着
申込方法　生涯学習課または各生涯学
習課駐在に備え付けの「嘱託員申込書」
に写真を貼り、必要事項を自筆で記入の
上、生涯学習課に提出してください。
問　〒854-0492　
　　雲仙市千々石町戊582
　　教育委員会生涯学習課　
　　生涯学習班 （☎37-3113）

「第33回全国育樹祭」プレイベント　ながさき森
も

林
り

のつどい
農林水産課

平成21年秋に本県で開かれる
「第33回全国育樹祭」のプレイベントとして
「ながさき森林のつどい」が行われます

日時　　10月19日（日）　
　　　　開場：午前10時～
　　　　式典：午前10時30分～
場所　　雲仙市百花台公園
内容　・物産市（午前9時30分～）
　　　・木工教室
　　　・森の音楽会
　　　・紙芝居

申込および問合せ先
●全国育樹祭準備室 （☎095-895-2971）
●長崎林業事務所 （☎095-843-3001）
●島原振興局林務課 （☎0957-63-5073）
●県北振興局林業部 （☎0956-22-1776）第33回全国育樹祭のポスター原画(最優秀賞）

国見高等学校　廣田穂乃香さんの作品です。

申し込みが
必要です

⎫
⎬
⎭
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ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症　

家
族
教
室

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
得
て
、
家
族
の
対
応
を
学
び

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

パ
チ
ン
コ
や
ス
ロ
ッ
ト
な
ど

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
は
ま
っ
て
い
る
人
の
対

応
で
困
っ
て
い
る
家
族
の
人

内
容　

４
回
を
１
ク
ー
ル
と
し
て
実
施

し
ま
す
。（
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
）

回

内　
　
　

容

１
依
存
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

２
依
存
症
本
人
と
家
族
の
体
験
談

３
家
族
の
対
応
に
つ
い
て

４
借
金
を
ど
う
す
る
の
か
？

日
時　

毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

無
料
（
要
電
話
申
し
込
み
）

※
個
別
相
談
（
電
話
ま
た
は
来
所
）
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
来
所
に
よ
る
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

問　

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー　

精
神
保
健
福
祉
課

☎
０
９
５
（
８
４
６
）
５
１
１
５

県
南
地
域
医
療
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー

　

患
者
と
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
、
医
療

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
、
助
言

や
相
談
先
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所

問　

県
南
地
域
医
療
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７
（
62
）
３
２
８
７

６
月
15
日
〜
８
月
14
日

　

農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間

　

薬
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
適
正
な
使
用
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・
使
う
前
に
、
も
う
一
度
ラ
ベ
ル
を
読

ん
で
、使
用
上
の
注
意
事
項
を
守
る
。

・
散
布
の
際
に
は
、
防
除
衣
、
メ
ガ
ネ
、

マ
ス
ク
な
ど
を
き
ち
ん
と
着
け
る
。

・
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
き
や
周

辺
作
物
、用
排
水
路
の
こ
と
を
考
え
、

農
薬
の
飛
散
を
最
小
限
に
抑
え
、
近

接
圃
場
の
作
物
、
周
囲
の
人
家
、
家

畜
、
河
川
な
ど
へ
の
影
響
に
十
分
注

意
す
る
。

・
農
薬
散
布
器
具
は
使
用
後
の
洗
浄
を

徹
底
し
、
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
の
洗
い

忘
れ
な
ど
に
注
意
す
る
。

・
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す

る
な
ど
し
て
、
盗
難
や
い
た
ず
ら
を

さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
。

問
・
県
病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
５
７
（
26
）
０
０
２
７

・
島
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
５
７
（
63
）
０
４
６
２

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
平
成
19
年
度
分

（
平
成
19
年
７
月
〜
平
成
20
年
６
月
）

の
免
除
申
請
は
７
月
31
日
（
木
）
窓
口

受
付
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
で
、
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
分
（
平
成
20
年

７
月
〜
平
成
21
年
６
月
）
の
免
除
申
請

は
７
月
１
日
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
の
で
、
平
成
19
年
度
に
継
続
申
請
を

し
て
い
な
い
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
９
５
７
（
25
）
１
６
６
６

７
月
10
日
〜
19
日

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
７
月
10

日
（
木
）
〜
19
日
（
土
）
ま
で
次
の
４

項
目
を
重
点
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

※
運
動
期
間
中
は
、
市
内
各
所
で
広
報

啓
発
活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

市
民
課　

市
民
安
全
班

☎
（
38
）
３
１
１
１

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

試
験
の
種
類　

一
般
毒
物
劇
物
、
農
業

用
品
目
毒
物
劇
物
、
特
定
品
目
毒
物
劇

物日
時　

８
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
な
が

さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー　

ほ
か

受
付
期
間　

６
月
４
日
（
水
）

 

〜
20
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

願
書
入
手
先　

各
県
立
保
健
所
、
県
福

祉
保
健
部
薬
務
行
政
室
な
ど

受
験
手
数
料　

１
万
５
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
22
日
（
日
）
ま
で

提
出
先　

最
寄
の
県
立
保
健
所

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

県
薬
務
行
政
室

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
６
９

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
健
康
実
態
調
査

　

県
で
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
健
康
実
態
調
査
を
７

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
県
か
ら

調
査
に
関
す
る
通
知
が
届
い
て
い
な
い

人
で
、調
査
に
協
力
し
て
だ
け
る
人
は
、

県
の
生
活
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

人
に
は
、
調
査
協
力
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象　

こ
れ
ま
で
に
油
症
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

申
込
期
限　

８
月
20
日
（
水
）

問　

県
生
活
衛
生
課　

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
６
４

情　報
Information

問い合わせはこちらまで
雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500

　県内で販売された宝くじの収益金は、道路や
学校、公園の整備など県内のさまざまな事業に
使われています。
　特に、サマージャ
ンボ宝くじは市町村
振興を目的に発売さ
れ、その収益金は市
町村振興のための事
業に直接役立てられ
ます。

販売期間　　７月14日（月）～８月１日（金）
抽 選 日　　８月12日（火）
当選本数
☆1等（2億円）：40本　☆1等前後賞（5千万円）：80本
☆2等（1億円）：80本　☆3等（1千万円）：400本
☆ジャンボ30年記念賞（3万円）：80000本
問い合わせ　県の財政課　☎095（895）2171

↑宝くじ助成金で購入した
　防災用器材

サマージャンボ宝くじ
　　　  購入は県内で！
サマージャンボ宝くじ
　　　  購入は県内で！
サマージャンボ宝くじ
　　　  購入は県内で！
サマージャンボ宝くじ
　　　  購入は県内で！
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「
中
退
共
」
で
退
職
金
準
備

　

中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
）

制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇

な
ど
、有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

・
管
理
が
簡
単
で
す

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
中
退
共
に

移
行
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

☎
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
友
好
親
善
事
業

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で

父
を
失
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
同
時
に
、
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
同
事
業
を
実
施
し
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

費
用　

賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万
円

（
沖
縄
は
５
万
円
）
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

実
施
地
域　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
マ
リ
ア
ナ
諸
島

④
中
央
ア
ジ
ア
⑤
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑥
中
国
⑦
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑧
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
島
⑨
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑩

パ
ラ
オ
諸
島
⑪
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑫
ミ
ャ

ン
マ
ー
⑬
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑭
沖
縄
⑮
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑯
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

⑰
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

申
込
先　

問
合
せ
先
と
同
じ

問　

㈶
長
崎
連
合
遺
族
会

☎
０
９
５
（
８
４
３
）
３
５
８
５

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

看
護
学
校
に
入
学
希
望
の
人
や
興
味

が
あ
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

月
日　

８
月
７
日
（
木
）

時
間　

第
１
回　

午
前
10
時
〜

　
　
　

第
２
回　

午
後
１
時
〜

場
所　

問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ

問　

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

・
看
護
科　

　

☎
０
９
５
７
（
65
）
０
７
３
０

・
准
看
護
科

　

☎
０
９
５
７
（
64
）
１
６
１
３

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
・
国
立
唐

津
海
上
技
術
学
校
体
験
入
学
者
募
集

　

海
上
技
術
学
校
は
、
国
土
交
通
省
の

所
管
す
る
学
校
で
、
優
秀
な
船
舶
運
航

技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

卒
業
生
に
は
、
海
技
資
格
に
お
け
る

特
典
と
高
等
学
校
卒
業
同
等
資
格
が
付

与
さ
れ
、
海
運
界
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関

連
産
業
を
中
心
に
、
幅
広
く
活
躍
し
て

い
ま
す
。

体
験
入
学
日　

【
口
之
津
校
】　

　

７
月
21
日
（
月
）、
９
月
20
日
（
土
）

【
唐
津
校
】

　

７
月
27
日
（
日
）、
10
月
18
日
（
土
）

問　

国
立
海
上
技
術
学
校

・
口
之
津
校

　

☎
０
９
５
７
（
86
）
２
１
５
１

・
唐
津
校

　

☎
０
９
５
５
（
72
）
８
２
６
８

普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

実
施
内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
水
難
事
故
や
急
病

な
ど
で
「
意
識
が
な
い
」「
呼
吸
を
し

て
い
な
い
」「
心
臓
が
動
い
て
い
な
い
」

な
ど
の
傷
病
者
に
対
し
て
行
う
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当
（
胸

骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
法
・
止
血
法
な

ど
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
＝
自
動
対
外
式
除
細

動
器
）
の
使
用
方
法
の
講
習

講
習
場
所
・
日
時

①
７
月
13
日（
日
）　

午
後
６
時
〜
９
時

 

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

②
７
月
21
日（
月
）　

午
後
６
時
〜
９
時

 

小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
市
民

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

各
会
場
30
人
（
申
込
順
）

申
込
先　

問
合
せ
と
同
じ

問　

小
浜
消
防
署

☎
０
９
５
７
（
74
）
３
２
３
１

県
下一斉
浜
そ
う
じ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
長
崎
県
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
委

員
会
」
が
毎
年
海
の
日
を
中
心
に
、
市

町
村
や
漁
業
協
同
組
合
と
協
力
し
て
、

県
各
地
で
浜
そ
う
じ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

同
推
進
委
員
会
に
実
施
日
時
、
場
所

な
ど
を
確
認
し
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

７
月
15
日
（
火
）
〜
８
月
13
日
（
水
）

◎
海
と
渚
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　

７
月
21
日
（
月
）　

海
の
日

問　

長
崎
県
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
委

員
会
（
長
崎
県
漁
連
指
導
課
内
）

☎
０
９
５
（
８
２
９
）
２
４
０
０

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
人
の
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
や
任
意
自
動
車
保
険

の
請
求
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
応
じ
ま
す
。

相
談
先
（
問
合
せ
先
）

長
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
（
８
２
４
）
２
５
７
１

◎
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
時

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
正
午　

午
後
１
時
〜
５
時

　

※
来
所
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡

が
必
要
で
す
。

◎
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日
時

　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

※
予
約
制
要
面
談

　今秋しまばらを舞台にした映画『まぼろしの邪馬台国』（主演：吉永小百合・竹
中直人）が㈱東映より上映されます。
　その映画の公開に先立ち、７月に島原市で開催される（社）日本青年会議所長
崎ブロック協議会会員大会の記念事業で、この映画のモデルになった宮﨑康平氏
の妻宮﨑和子氏と評論家の金美齢氏を招き、シンポジウムを開きます。

日時　７月６日（日）
　　　　午後12時30分　開場
　　　　午後１時30分　開演
場所　島原市有明文化会館
　　　　　　グリーンウェーブ
出演　宮﨑和子氏　金美齢氏
　　　　　　　　　　　　ほか
主管・問い合わせ　
　　　島原青年会議所
　　　☎0957（62）3621

（社）日本青年会議所長崎ブロック協議会　記念事業

講演『故郷（くに）を愛し、国を愛す』
～宮﨑康平氏の生き方～

映画“まぼろしの邪馬台国”によせて
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7 月 集 健団 診 　対象者、自己負担金等異
なります。
　詳しくは、健診に関する
お知らせをご覧ください。

健（検）診の種類 実施日 会　　　場
受付時間：午後１時～２時３０分

特定健診

健康診査

若年者健診

生活機能評価

＋

結核・肺がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肺炎ウィルス検査

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター

富津漁民センター
小浜勤労者体育センター
木指公民館
小浜老人福祉センター

小浜体育館

南本町公民館
ＪＡ島原雲仙　小浜経済営農北串センター　２階会議室
飛子公民館

小浜老人福祉センター

７月 ３日（木）
７月 ４日（金）
７月 ６日（日）
７月 ７日（月）
７月 １１日（金）
７月 １３日（日）
７月 １６日（水）
７月 １７日（木）
７月 １８日（金）
７月 ２０日（日）
７月 ２１日（月）
７月 ２２日（火）
７月 ２３日（水）
７月 ２４日（木）
７月 ２５日（金）
７月 ３０日（水）
７月 ３１日（木）
８月 １日（金）

健（検）診の種類 実施日 会　　　場
受付時間：午前８時３０分～１０時

胃がん検診

腹部エコー検査

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター

南本町公民館

やまびこ会館

７月 １０日（木）
７月 １１日（金）
７月 １７日（木）
８月 ５日（火）
８月 ６日（水）
８月 ７日（木）

健（検）診の種類 実施日 会　　　場
受付時間：午前８時３０分～９時、午後１時～１時３０分

子宮がん検診  　　乳がん検診  
骨粗しょう症検診

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター

８月 ４日（月）
８月 ５日（火）
８月 ６日（水）

健（検）診の種類 実施日 会　　　場
受付時間：午前８時３０分～１０時

　国民健康保険に加入している４０歳～７４歳の人で、
「胃がん検診」「特定健康診査」などを一緒に受ける
場合は、右の日程で受診してください。

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター
小浜老人福祉センター

小浜体育館

７月 ６日（日）
７月 ７日（月）
７月 １３日（日）
７月 ２０日（日）
７月 ２１日（月）
７月 ２２日（火）
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■人　口：49,935人（前月比－30人）
　　　　　男性：23,700人／女性：26,235人
■世帯数：16,464世帯（前月比＋13世帯）
　※平成20年5月末現在（住民基本台帳）

　７月から日曜・祝祭日の歯科の休日在宅医制度が
始まりました。
　島原半島内の２医院が輪番制で、午前９時～正午
までの３時間、歯科医療サービスを実施します。

ひとのうごき（雲仙市の人口）

歯科の休日在宅医制度がスタート

■月：熱中症についてー症状と予防ー
■火：中高年のスポーツ時の注意
■水：顔色が悪い子ども
■木：最近多い、頭ジラミ
■金：子どもの自殺
■土・日：新しいＥＤの薬

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望はあり
ませんか。相談は無料です。

■固定資産税（２期）、国民健康保険税（１期）
　　　　　　　　７月31日（木）が納期限です
　あなたの納税で あかるい ゆたかな 街づくり 

今月の税 休日在宅当番医

稲本相談委員（国見町）国見総合福祉センター

7月7日（月）、8月４日（月）　9:00～12:00

城相談委員（瑞穂町）瑞穂町公民館

7月7日（月）、８月４日（月）　9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）吾妻老人憩の家

7月2日（水）、８月６日（水）　13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）愛野保健福祉センター

7月18日（金）、８月22日（金）　13:30～16:00

町田相談委員（千々石町）千々石総合支所相談室

7月14日（月）、8月11日（月）　13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）小浜総合支所2階第2会議室

7月1日（火）、8月5日（火）　13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）南串山総合支所別館第1会議室

7月9日（水）、８月５日（火）　13:00～15:00

行政相談

日 医　療　機　関 電話番号 所在地

7月6日

13日

20日

21日

27日

8月3日

有明保養院
公立新小浜病院
愛野記念病院
京泊馬場医院
松本医院
天野医院
中村眼科医院
城代医院
愛野診療所
木戸医院
松尾胃腸科外科医院
泌尿器科･皮ふ科　菅医院

36-0153
74-2２11
36-0015
88-2050
36-0053
37-2015
36-1060
37-2032
36-0009
74-2046
78-1000
88-3151

愛野町
小浜町
愛野町
南串山町
愛野町
千々石町
愛野町
千々石町
愛野町
小浜町
国見町
小浜町

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

☆日程や時間など変更になる場合があります。詳細については
　各地区の総合支所まで確認してください。

日 歯 科 医 院 名 電話番号 所在地

7月6日

13日

20日

21日

27日

8月3日

渡部歯科医院
まき歯科
みわ歯科
はらぐち歯科医院
立川歯科医院
宮﨑歯科医院
山崎歯科医院
いなだ歯科
渡邉歯科医院
山口歯科医院
田口歯科医院
寺田歯診療所

86-5150
64-5077
86-4452
62-4361
87-4547
62-1180
87-3163
62-2901
87-2121
62-3016
87-2263
62-4427

南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
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斜
面
に
そ
び
え
た
つ
石
垣

　

こ
こ
は
、
千
々
石
町
岳
地
区
の

棚
田
。
よ
く
見
る
と
、
か
な
り
大

き
な
石
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る

の
が
分
か
る
。
民
家
の
石
垣
と
は

違
い
、
ふ
ぞ
ろ
い
で
隙
間
だ
ら
け

で
あ
る
が
、
こ
の
方
が
丈
夫
な
の

だ
と
か
。

　

こ
こ
の
棚
田
は
、
明
治
時
代
ご

ろ
か
ら
築
か
れ
始
め
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
米
づ
く
り
の

歴
史
か
ら
す
る
と
比
較
的
新
し
い

農
地
と
も
言
え
る
が
、
今
の
よ
う

な
機
械
が
な
い
時
代
に
、
よ
く
こ

の
よ
う
な
石
垣
群
を
築
い
た
も
の

だ
と
驚
か
さ
れ
る
。

棚
田
の
石
垣
は
西
日
本
特
有

　

棚
田
は
、
山
間
の
急
傾
斜
地
を

石
垣
や
土
坡
（
ど
は
）
で
築
き
、

土
を
盛
り
、
水
田
に
す
る
。
面
白

い
こ
と
に
、
東
日
本
は
土
坡
で
西

日
本
が
石
垣
な
の
だ
そ
う
だ
。
静

岡
と
新
潟
の
糸
魚
川
あ
た
り
を
結

ぶ
線
で
東
と
西
に
分
か
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

少
な
い
水
田
を
少
し
で
も
広
く

す
る
た
め
、
石
垣
は
ほ
ぼ
垂
直
に

立
っ
て
い
る
。
崩
れ
た
り
し
な
い

の
か
と
土
地
の
人
に
聞
く
と
、
一

度
も
崩
れ
た
こ
と
は
な
い
と
言
う
。

先
人
た
ち
の
様
々
な
知
恵

　

遠
目
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

石
垣
に
は
細
工
が
さ
れ
て
い
て
、

階
段
状
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
石
垣
の
草
を
取

る
と
き
の
足
が
か
り
や
上
の
段
に

登
る
と
き
に
使
う
そ
う
だ
。
こ
れ

も
棚
田
な
ら
で
は
の
知
恵
。

　

ま
た
、
こ
の
岳
地
区
の
棚
田
の

米
は
、
雲
仙
岳
か
ら
の
清
流
に
よ

っ
て
育
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
水
は

冷
た
く
、
標
高
が
高
い
た
め
気
温

も
低
い
。
も
ち
ろ
ん
米
づ
く
り
に

は
厳
し
い
条
件
で
あ
り
、
棚
田
ゆ

え
に
機
械
効
率
も
悪
い
。
し
か
し

冷
た
い
水
に
対
し
て
は
、
水
口

（
み
な
く
ち
）
と
呼
ば
れ
る
水
の

入
り
口
と
落
し
口
と
呼
ば
れ
る
水

が
出
て
い
く
と
こ
ろ
の
位
置
に
工

夫
が
し
て
あ
る
。

歴
史
と
文
化
を
守
り
た
い

　

田
植
え
も
早
く
、
同
じ
品
種
で

も
平
地
よ
り
１
カ
月
近
く
早
く
植

え
る
。
そ
れ
で
も
収
穫
の
時
期
は

ほ
ぼ
同
じ
。
そ
れ
だ
け
苦
労
し
て

育
て
た
米
も
、
収
量
は
平
地
の
６

〜
７
割
程
度
。

　

そ
れ
で
も
棚
田
で
米
を
つ
く
る

の
は
、
先
祖
か
ら
の
歴
史
と
文
化

を
守
り
た
い
か
ら
。
そ
し
て
、

「
こ
こ
（
棚
田
）
の
米
は
う
ま

い
」
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
。

　

確
か
に
棚
田
の
米
は
う
ま
い
。

そ
の
原
因
の
究
明
は
専
門
家
に
任

せ
る
が
、
や
は
り
こ
の
自
然
が
育

ん
だ
う
ま
さ
な
の
だ
ろ
う
。

　

清
ら
か
な
水
、
凛
と
し
た
空
気
、

深
い
山
肌
に
そ
び
え
た
つ
石
垣
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
守
っ
て
き
た

人
た
ち
。
懐
か
し
い
日
本
の
風
景

で
あ
る
岳
地
区
の
棚
田
は
、
後
世

ま
で
受
け
継
が
れ
る
べ
き
財
産
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
世
界
遺
産
も
重
要
だ

が
、
日
本
の
遺
産
も
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

実
際
に
岳
地
区
を
取
材
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、
こ
こ
が
「
守
る
べ

き
財
産
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

10
月
の
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
大
い
に
語
り
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

み
ん
な
で
語
ろ
う
、

　
　
　
　
　

棚
田
の
未
来

▼
今
年
は
珍
し
く
、
九
州
北
部
よ
り

先
に
関
東
甲
信
、
東
海
、
近
畿
地

方
が
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。
13
年
ぶ

り
の
こ
と
で
、
統
計
を
取
り
始
め
た

昭
和
26
年
以
降
で
５
回
し
か
な
い
珍

事
と
い
う
こ
と
▼
珍
し
い
と
い
え
ば
、

「
ま
ち
の
話
題
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
人
の
か
た
ち
を
し

た
大
根
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
情
報

を
聞
き
、
早
速
取
材
へ▼
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の一
角
で
栽
培
さ
れ
た
そ
の
大
根
は
、
皆
さ
ん

が
集
ま
る
デ
イ
ル
ー
ム
に
、
な
ん
と
も
妖
艶
な
姿
で

座
っ
て
（
？
）
い
ま
し
た
。「
収
穫
し
て
だ
い
ぶ
経
つ

け
ん
、
ち
ょっ
と
歳
と
っ
た
ば
っ
て
ん
ね
」
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
い
や
い
や
、
そ
の
魅
力
は
十
分
伝
わ
っ

て
き
ま
す
▼
普
通
に
栽
培
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

よ
ほ
ど
愛
情
を
込
め
て
育
て
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
大
根
も
自
分
を
人
間
と

勘
違
い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
こ
の
大
根
の
周

り
で
は
、
明
る
い
笑
い
声
が
響
き
、
じ
め
じ
め
し
た

梅
雨
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
で
し
た
。
入
居
者
の
人

た
ち
の
笑
顔
が
一
番
の
収
穫
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
遡
る
こ
と
３
カ
月
と
ち
ょっ
と
前
。
そ
う
、
誰
も

が
そ
わ
そ
わ
す
る
人
事
異
動
の
時
期
で
す
。
発
表

当
日
、あ
り
ま
し
た
私
の
名
前
…
▼
は
じ
め
ま
し
て
、

４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

酒
井
と
申
し
ま
す
▼
先
日
と
て
も
驚
く
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
撮
り
に
雲
仙
に

行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
使
い
方

は
お
ろ
か
、
広
報
用
の
写
真
の
撮
り
方
す
ら
わ
か

ら
な
い
ま
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
風

に
撮
れ
た
か
確
認
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
何
や

ら
や
わ
ら
か
い
も
の
を
蹴
っ
た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
赤
い
ヘ
ビ
が
…
。

全
身
に
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
▼
広
報
っ
て
、
広
報
っ

て
と
恨
め
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
ん
な
貴
重

な
体
験
は
な
か
な
か
な
い
と
思
う
と
、
こ
れ
か
ら

出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
風
景
、
物
事
が
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

不
安
と
新
鮮
さ
に
驚
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
毎
月
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
広
報
紙
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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